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　「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
里
、
四
季
イ
ベ
ン
ト
の
「
越
後
妻
有
２
０
１
９
夏
」
が

始
ま
り
ま
す
。
９
日
間
限
定
の
お
得
な
「
共
通
チ
ケ
ッ
ト
」
を
手
に
、
各
美
術
館

の
展
覧
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
＝
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
里
総
合
案
内
所
（
☎
７
６
１
―
７
７
６
７
）

　施設の中心に

ある巨大な作

品、レアンド

ロ・エルリッヒ

「P
パ リ ン プ セ ス ト

alimpsest：

空の池」が水あ

そび会場になり

ます。水と空気

を利用したアート作品で遊びながら、夏を満喫できます。 

▼会期＝７月27日㈯～９月１日㈰※水曜休館（８月

14日は開館）

▼時間＝午前10時～午後５時※最終入館午後４時30分

▼料金＝800円、小中学生400円（常設展入館料を含む）

▼参加作家＝東明、原倫太郎＆游、Y
よ り こ

ORIKO、開発

好明

を利用したアート作品で遊びながら、夏を満喫できます。 

＝７月27日㈯～９月１日㈰※水曜休館（８月

Photo by Osamu Nakamura

　松代地域の里山の生き物をモチーフにした、美しい刺

繍布がひらひらと風に舞う会場で、繊細なぬりえを楽し

みます。トンボやカエルなど越後妻有を旅するなかで出

会う生き物たちを、自由な色で彩りましょう。

　草間彌生の「花咲ける妻有」などの、芸術祭作品も数

多く点在する農舞台周辺を歩いて回る里山スタンプラ

リーも楽しめます。

▼会期＝８月３日㈯～９月23日㈪・㈷※水曜休館 （８

月14日は開館）

▼料金＝600円、小中学生300円（まつだい郷土資料館

共通）

▼参加作家＝長田真作、はやしはなこ Photo by Osamu Nakamura

ほかにも限定公開作品が多数あります。詳しくは大地の芸術祭の里
ホームページ（http://www.echigo-tsumari.jp/）をご覧ください

「越後妻有20
19夏」

共通チケット
　夏の企画展や、空家・屋外作品すべてを楽しめる、

お得な共通チケットを販売。各種イベントや温泉、

レストランなどの割引特典付きです。

▼販売場所＝十日町駅観光案内所、キナーレ、農舞

台、越後妻有オンラインショップほか

▼料金＝2,500円、小中学生1,000円（小学生未満無料）

▼有効期間＝８月10日㈯～18日㈰

水あそび博覧会

越後妻有里山現代美術館［キナーレ］

企画展「まつだいの里山を巡る 美しい刺
し

繍
しゅう

とぬりえ」

まつだい雪国農耕文化村センター「農舞台」

創立10周年記念企画展
「マオシャン・コニーはここからはじまった」

「鉢のおせなか盆踊り」

　夏の風物詩、鉢の盆踊り。あの

世とこの世のはざまでおせなか音

頭を踊りませんか。

▼日時＝８月12日㈪午後７時～

８時30分

▼参加作家＝おおたか静流

▼会期＝７月19日㈮～９月16日㈪・㈷※水・木曜休館（８

月は開館する日あり・詳しくは問合せ）

▼時間＝午前10時～午後５時（最終入館午後４時30分）

▼料金＝800円、小中学生300円

　10年前の夏、コニーは

絵本と木の実の美術館の立

上げ制作で田島征三と出会

い、のちの制作に影響を受

けました。今年で創立10

周年を迎える絵本と木の実

の美術館と、マオシャン・

コニーの10年の軌跡をた

どります。 

絵本と木の実の美術館

　里山の田んぼ周辺に生息するカエルやイモリなど、

個性豊かな両生類の驚きの生態を紹介します。

▼会期＝７月13日㈯～10月

14日㈪※火曜休館（８月

中は無休）

▼時間＝午前９時～午後５時

▼料金＝500円、小中高生

300円

企画展「われら両生類！里山のカエル展」

「森の学校」キョロロ

　昨年誕生したプロジェ

クトが拡大して再登場。 

会期中の土・日曜日には、

オリジナルフローズン

アイスを販売するほか、

ワークショップも開催し

ます。 

▼甘味屋台特製フローズンアイス

▼自由工作ワークショップ！ミニ屋台を作ろう

▼ベリーサンドのジャムづくり！w
ウ ィ ズ

ith ベリー・ス

プーン

▼夏のお菓子販売

YORIKO「夏のコラボ甘味屋台横丁」

企画展「まつだいの里山を巡る 美しい

開
催
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学校名
(平成30年度生徒数)

学区再編先
(令和10年度生徒・学級数)

水沢中学校に再編
（209人・６学級）

水　沢

中　里

（121人）

（119人）

十日町 （210人）

中　条

下　条

川　西

（167人）

（71人）

（169人）

　南　

吉　田

松　代

（223人）

（66人）

（69人）

東小学校区全域を
十日町中学校区に再編
（240人８学級）

中条中学校に再編
（265人・９学級）

南中学校に再編
（329人・９学級）

開館記念式典
　　および

内覧会

　
昨
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
進
め
て
い
た
十
日
町
市
児
童

セ
ン
タ
ー
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
楽
し
め
る
、
待
ち
望
ま

れ
た
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

施設利用ガイド

施設愛称について

８月21日㈬
オープン

施設利用ガイド

建設工事現場の様子（６月26日撮影）

●開館時間＝午前９時～午後５時45分（屋内運

動場などは午前10時～午後９時30分）

※屋内運動場などの午後５時45分以降の利用は

団体に限り、事前予約が必要です。また、８月

21日は開館記念式典終了後（午前10時ころ・

下記参照）から利用できます

●利用対象＝18歳未満の児童およびその保護者、

児童福祉の増進に関係する個人または団体

※小学生以下は保護者同伴で利用してください。

ただし、小学校３年生以上が２人以上で利用す

るときは、同伴不要とします

●使用料＝無料

●休館日＝毎週木曜日、年末年始（12月29日～

翌年１月３日）

　3月に施設の愛称を募集した

ところ、725通の応募がありま

した。これらについて、ほかに

同じ名称の施設がないか、また

著作権の問題はないかなどを調

査し、その後一次審査、そして

子ども子育て会議委員による投

票を経て、樋口美香さん（中屋

敷）応募の「めごらんど」を最

優秀賞とし、愛称に決定しま

した。

　言葉の響きが柔らかく親しみ

やすいことと、「めご」という

施設愛称「めごらんど」

言葉から児童センターのメイン

となる利用対象（４歳児から小

学生まで）をイメージしやすい

ことなどが、選定理由です。

　最優秀賞の表彰式を、開館記

念式典で行います。なお、ラッ

キー賞については、次の皆さん

が当選しました。

【ラッキー賞当選者】

小林菜々美さん（荒屋）、保坂

美智男さん（湯山）、脇本健治

さん（奈良県生駒市）

【開館記念式典】

日８月21日㈬

　午前９時30分～10時

【内覧会】

どなたでも内覧できます。

日８月11日㈰

　午前10時～午後３時

待ち望まれた施設がいよいよオープンします
● ● ● ● ●問合せ：子育て支援課☎757-3719

十日町市児童センター第２次十日町市立小・中学校の学区適正化に関する方針を決定

子どもの豊かな「学び」と「育ち」を実現するために
● ● ● ● ●問合せ：教育総務課☎757-3118

　「
ふ
る
さ
と
十
日
町
市
を
愛
し
、
自
立
し
て
社
会
で
生
き

る
子
ど
も
」
の
育
成
を
目
指
し
、
こ
の
た
び
、
第
２
次
十

日
町
市
立
小
・
中
学
校
の
学
区
適
正
化
に
関
す
る
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
十
日
町
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
広
く
多
様
な
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
な
ど
に
接
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
・
価
値
観
に
触
れ
て
社
会
性
や
協
調
性

を
培
う
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
市
立
小
・
中
学
校
の
一

定
規
模
の
学
級
数
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
方
針

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
の
豊
か
な
「
学
び
」
と
「
育

ち
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

令和元年度から令和10年度まで

●少子化がさらに進行すると見込まれ、現在市内

の小学校で複式学級校となっている状況があ

り、このことが児童や教員には少なからず負担

になっていると考えられます

●少人数の中学校では部活動の選択種目が限ら

れ、団体種目では学校単独では参加できない状

況になっています

●１学年１学級の中学校では６人の教諭しか配置

されず、教科担任が不足し、非常勤講師や免許

外教科担任で対応しています

　
当
方
針
は
、
今
後
各
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
説

明
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

方針の計画期間

解決すべき課題

学区の適正化について

　市教育委員会では、次の学区再編計画に基づき、子どもたちにとって、より望ましい教育環境の整

備を図るため、地域の合意を得ながら学区の適正化を進めます。

※小・中学校とも、原則大規模改修などは行

わず、既存の学校施設を活用します

学校名
(平成30年度児童数)

学区再編先
(令和４年度児童・学級数)

中条小学校に再編
（186人・７学級）

吉田小学校に再編
（82人・６学級）

水沢小学校に再編
（215人・８学級）

上野小学校に再編
（120人・６学級）

田沢小学校に再編
（196人・８学級）

中　条

飛渡第一

（163人）

（11人）

吉　田

鐙　島

（51人）

（52人）

水　沢

馬　場

（191人）

（43人）

上　野

　橘　

（69人）

（54人）

田　沢

貝　野

（178人）

（35人）

小学校 中学校

【再編方針】

１学年１学級以上

であること

【目標年度】

令和３年度または

令和４年度の４月

に複式学級を解消

【再編方針】

１学年２学級以上

であること

【目標年度】

令和10年度の４月

までに再編
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第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
４
日
㈭
に
公
示
さ
れ
、
21
日
㈰

に
投
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
の
進
路
を
決
め
る
大
切

な
選
挙
で
す
。
積
極
的
に
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
区
・
定
数
な
ど

投
票
所
入
場
券

投
票
資
格

●
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
（
選
挙

区
選
挙
）

　
都
道
府
県
単
位
を
選
挙
区
と
し

て
、
今
回
合
計
74
人
を
選
出
し
ま

す
。
新
潟
県
選
挙
区
で
は
１
人
の

議
員
（
改
選
１
減
）
を
選
び
ま
す
。

●
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
比

例
代
表
選
挙
）

　
全
国
を
１
つ
の
選
挙
区
と
し

て
、
今
回
合
計
50
人
を
選
出
し
ま

す
。
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
な
ど

の
名
称
の
ど
ち
ら
か
を
書
い
て
投

票
し
、
両
方
の
得
票
数
の
合
計
に

よ
り
各
政
党
な
ど
の
当
選
者
数
が

決
ま
り
ま
す
。
当
選
者
は
候
補
者

名
で
の
得
票
数
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。
今
選
挙
か
ら
当
選
順
位
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
る
、「
特
定
枠
」

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
で
送
付
済
み
で
す
。
３

つ
折
り
式
に
な
っ
て
い
て
、
ハ
ガ

キ
の
両
側
下
の
部
分
か
ら
は
が

し
、
そ
れ
ぞ
れ
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ

て
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
券
が
な
い
と
き

も
、
投
票
資
格
が
あ
る
人
は
投

票
で
き
ま
す

　
次
の
全
て
を
満
た
す
人
が
投
票

で
き
ま
す
。

・
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

・
令
和
元
年
７
月
21
日
現
在
で
満

18
歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平
成

13
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）

・
平
成
31
年
４
月
３
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
十
日
町
市
に
住
所
が

あ
り
、
住
民
登
録
し
て
い
る
人

・
法
令
で
定
め
る
欠
落
事
項
に
該

当
し
て
い
な
い
人

【
住
所
を
移
し
た
人
の
投
票
】

●
十
日
町
市
外
か
ら
市
内
に
転
入

し
た
人

・
平
成
31
年
４
月
４
日
以
降
に
市

外
か
ら
十
日
町
市
に
転
入
し
た

人
は
、
十
日
町
市
で
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
前
住
所
地
の
市
区
町

村
で
投
票
で
き
る
と
き
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
前
住
所
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い

●
十
日
町
市
内
か
ら
市
外
に
転
出

し
た
人

・
平
成
31
年
３
月
４
日
ま
で
に
十

日
町
市
か
ら
市
外
に
転
出
し
た

人
は
、
十
日
町
市
で
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
新
住
所
地
で
投
票
で

き
る
と
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
新
住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い

・
平
成
31
年
３
月
５
日
以
降
に
十

日
町
市
か
ら
転
出
し
た
人
は
、

新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
十
日
町

市
で
投
票
で
き
ま
す

●
十
日
町
市
内
で
転
居
し
た
人

・
令
和
元
年
６
月
14
日
ま
で
に
市

内
転
居
届
出
を
し
た
人
は
、
新

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き

ま
す

・
令
和
元
年
６
月
15
日
以
降
に
市

内
転
居
届
出
を
し
た
人
は
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き

ま
す

投
票
日
の
投
票
所
・

投
票
時
間

期
日
前
投
票

開
票

不
在
者
投
票

　
全
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
開

始
し
ま
す
。
終
了
時
間
は
、
各
投

票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
終
了

時
間
と
投
票
場
所
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
投
票
所
は
、
第
41
投
票

区
の
み
川
西
中
学
校
に
変
更
に
な

り
ま
す
が
、
ほ
か
は
今
年
４
月
７

日
の
県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
で

す
（
市
報
３
月
10
日
号
10
〜
11

ペ
ー
ジ
参
照
）。

※
字
が
書
け
な
い
人
は
、
申
し
出

に
よ
り
投
票
管
理
者
が
指
定
し

た
係
員
の
代
筆
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

　
投
票
日
に
都
合
な
ど
で
投
票
所

に
行
け
な
い
人
は
、
下
表
の
と
お

り
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
投

票
所
入
場
券
の
「
期
日
前
投
票
宣

誓
書
」
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
期
日
前
投
票
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て

も
投
票
は
で
き
ま
す
が
、
本
人
確

日
７
月
21
日
㈰
午
後
８
時
〜

会
市
総
合
体
育
館

他
開
票
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
開
票
所
で
随
時
公
表
し
ま
す

　
次
の
①
〜
③
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
投
票
用
紙
を
専
用
封

筒
に
封
入
し
て
署
名
し
て
行
う
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日

当
日
や
期
日
前
投
票
期
間
に
市
内

に
い
な
い
人
は
、
滞
在
先
の
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投

票
を
行
う
た
め
の
請
求
書
は
、
市

期日前投票所 期間 受付時間

保健センター（市役所本
庁隣）１階会議室

７月５日㈮
～20日㈯

午前８時30分
～午後８時

川西庁舎１階地域活動室

７月14日㈰
～20日㈯

午前８時30分
～午後７時

中里庁舎３階中会議室

松代庁舎４階多目的室

松之山庁舎２階大会議室

対象者
障がい名

（要介護状態区分）
障がいの程度

身体障がい者手帳の交
付を受けている人

両下肢・体幹・移動機能 １級・２級
心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸

１級・３級

免疫・肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳の交付を
受けている人

両下肢・体幹
特別項症～
第２項症まで

心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸・肝臓

特別項症～
第３項症まで

介護保険の被保険者証
の交付を受けている人

要介護状態区分が、要介護５

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
市
外
で
の
不
在
者
投
票

　
学
業
や
仕
事
な
ど
で
投
票
日
当

日
や
期
日
前
投
票
期
間
に
市
内
に

い
な
い
人
。
た
だ
し
、
郵
送
な
ど

に
よ
り
手
続
き
を
行
う
た
め
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

②
指
定
さ
れ
た
病
院
な
ど
で
の
不

在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人
。
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
病
院
な
ど
の
施
設
担

当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

③
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
人
（
下

表
参
照
）。
交
付
の
日
か
ら
７
年

間
（
要
介
護
者
は
介
護
認
定
の
有

効
期
間
）
有
効
に
な
り
ま
す
。
期

限
が
切
れ
て
い
る
と
き
は
再
交
付

の
申
請
が
必
要
で
す
。
交
付
申
請

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
早
め
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
請
求
期

限
は
７
月
17
日
㈬
ま
で
で
す
。

認
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
印
鑑
は
不
要
）。

※期日前投票は住んでいる地域に関係なく、どの投票所でも
投票できます

未来をつくる、あなたの一票大切に
● ● ● ● ●問合せ：選挙管理委員会事務局☎757-3191

参議院議員通常選挙について

投票日は７月21日㈰です
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誰も自殺に追い込まれることのない社会を実現しましょう
● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課成人保健係☎757-9764

　
当
市
の
自
殺
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
の
自
殺
死

亡
率
は
県
内
20
市
中
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
、
依
然
高
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

自
殺
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
発
展
さ
せ
、
地
域

全
体
で
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
３
月
に
「
十
日
町
市
自
殺
対
策

推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

自
殺
死
亡
率

（
人
口
10
万
人
に
対
す
る
自
殺
者
数
）

36
・
３

20
・
６
人

21
・
８
以
下

10
・
３
人
以
下

自
殺
者
数

21

目標値
（令和６年）

基準値
（平成27年）

※自殺者ゼロを目指し、当市の現状を

踏まえた当面の目標。なお、基準値

は平成23～27年、目標値は令和２

～６年のそれぞれ５年平均値

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

十
日
町
市
の
実
現
を
目
指
す

計
画
の
基
本
理
念

令
和
元
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
７
年
間

計
画
の
期
間

自
殺
対
策
に
お
け
る
当
面
の
目
標
値

十
日
町
市
に
お
け
る
自
殺
の
７
つ
の
特
徴

自
殺
未
遂
歴
の
あ
る
人

は
６
人
に
１
人

（
国
・
県
と
比
較
す
る
と
少
な
い
）

無
職
の
人
が
最
も
多
い

（
国
・
県
と
比
較
す
る
と
多
い
）

４
月
に
多
い

（
次
い
で
５
月
、
11
月
の
順
に
多
い
）

同
居
人
の
い
る
人
に
多
い

自
殺
死
亡
率
が
高
い

（
国
・
県
と
比
較
す
る
と
依
然
高
い
）

高
齢
者
に
多
い

（
特
に
60
歳
代
・
80
歳
代
が
高
い
）

男
性
に
多
い

（
女
性
の
約
２
・
６
倍
）

自殺対策の取組み

不安や悩みがあるときは早めに相談を

　平成30年に行った市民アンケートの結果、「自殺の多くが防ぐことができる社会問題」と思う人が約７

割いる一方、「悩みやストレスを感じたとき、相談や助けを求めることにためらいを感じる」人が半数い

ます。相談は無料で、秘密は厳守されますので、ぜひ利用してください。

電話相談（24時間年中無休）

●とおかまち健康ダイヤル24（☎0120-108-221）

●新潟県こころの相談ダイヤル（☎0570-783-025）

●新潟いのちの電話（☎025-288-4343）

【市の相談窓口（こころの健康相談）】

日㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

申・問健康づくり推進課成人保健係

　（☎757-9764）または各支所市民課

※精神科医・臨床心理士による相談は予約

が必要です。開催日は市報を確認してく

ださい

【県の相談窓口】

●十日町地域振興局健康福祉部（十日町保

健所・☎757-2402）

●中越地域いのちとこころの支援センター

（☎0258-88-0070）

行政機関などへの相談

【法律相談】

日毎週木曜日（祝日除く）※要予約

申・問市民生活課市民係（☎757-3116）

【多重債務相談】

日毎月第４水曜日※要予約

申・問市消費生活センター（☎757-3740）

【生活困窮相談】

日㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

申・問社会福祉協議会（☎752-7338）

経済・生活面の相談

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

平成18～22年平均 平成23～27年平均 令和２～６年平均
（目標値）

【
折
れ
線
グ
ラ
フ
】
自
殺
死
亡
率

【
棒
グ
ラ
フ
】
市
内
自
殺
死
亡
者
数
（
人
）

市内自殺死亡者数（女性）
市内自殺死亡者数（男性）
市の自殺死亡率
県の自殺死亡率
国の自殺死亡率

42.7

29.8

24.0

9.0

合計25.4

16.4

25.1

4.6
合計20.6

16.0

20.5

36.3

21.8

合計10.3

 自殺に関する現況と本計画の目指す目標値

市自殺対策推進計画を策定

　全ての人が、かけがえのない個人として尊重される「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」

を目指し、地域全体で自殺対策を推進します。

重点とする取組み

基本となる
取組み

地域にあるさまざまな取組みに自殺対策の視点を加えて推進

地域の関係機関との

連携を強化し、支援

を行います。

地域ネットワーク
の強化

自殺の危機にある人を支え

る、ゲートキーパーを地域

に増やしていくための研修

会などを行います。

人材育成

自殺やこころの健康

に関する正しい知識

や相談先の普及啓発

活動を行います。

啓発と相談先の
周知

生きづらさを抱えた

人への支援を推進し

ます。

生きることの
促進要因の強化

困ったとき、適切な助けを求める方法を

身に付ける教育を推進します。また、発

信されたSOSへ適切に対応できる体制構

築を推進します。

児童生徒のSOSの出し方に関する教育

高齢者が生きがいと役割

を実感でき、孤立しない

地域づくりを進め、相談

先を周知します。

高齢者への対策

生活困窮者を早期から支

援できる取組みを推進し

ます。

生活困窮者への対策

勤務問題による自殺リス

クの低減に向けて、相談

体制の強化と相談先の周

知を推進します。

勤務や経営問題への対策
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新しい保険証と平成31年度の納税通知書・保険料額通知書をお届けします
● ● ● ● ●問合せ：市民生活課国保年金係☎757-3735

国民健康保険・後期高齢者医療制度のお知らせ

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

保
険
証
は
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
使
っ
て
い
る
保
険
証
は
、
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
保
険
証
の
色
＝
ピ
ン
ク
色

●
発
送
日
＝
７
月
22
日
㈪

●
留
意
事
項

・
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
き

は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

・
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で

く
だ
さ
い

・
学
生
の
特
例
に
該
当
す
る
保
険
証

も
、
転
出
前
の
世
帯
主
へ
郵
送
し

ま
す

保
険
証
の
更
新

　
通
常
の
有
効
期
限
は
令
和
２

年
７
月
31
日
で
す
が
、
満
75
歳

の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
有
効
期
限
が
異
な
り

ま
す
。

令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
人

平
成
31
年
度
の
保
険
税
率
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
世

帯
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金

か
ら
天
引
き
で
保
険
税
が
徴
収
さ
れ

ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と

●
世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
全
員

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の

年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
保

険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

こ
と

※
口
座
振
替
で
納
税
を
希
望
す
る
と

き
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
税

世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
、
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
（
注
）
の
前
年
の
総

所
得
金
額
の
合
計
が
次
の
基
準
に
該

当
す
る
と
き
、
保
険
税
（
均
等
割
・

平
等
割
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
制
度

【
平
成
30
年
中
の
所
得
の
状
況
に
応

じ
た
軽
減
】

　
保
険
料
の
均
等
割
額
が
世
帯
の
所

得
状
況
に
応
じ
て
8
・
5
割
、８
割（
注
）
、

５
割
、
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
制
度
加
入
前
日
に
お
い
て
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人
へ
の
軽
減
】

こ
れ
ま
で
特
例
措
置
と
し
て
、
軽

減
を
受
け
ら
れ
る
期
間
に
制
限
を
設

け
ず
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
以
降
は
資

格
取
得
後
2
年
間
ま
で
5
割
軽
減
と

な
り
ま
す
（
3
年
目
以
降
軽
減
な

し
）。
た
だ
し
、
軽
減
措
置
の
対
象

で
な
く
な
っ
て
も
世
帯
の
所
得
状
況

に
応
じ
て
、「
均
等
割
額
」
の
軽
減

（
5
割
、
2
割
軽
減
）
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

特
別
徴
収
制
度

ジェネリック（後発）
医薬品希望カードの配布

ジェネリック医薬品とは

　ジェネリック（後発）医薬品と

は、新薬（先発医薬品）の特許期

間が終了したあと、厚生労働省承

認のもとに発売するものです。開

発費用が抑えられるため、同じ成

分・効果でも価格が安く、薬代の

負担を軽くできます。

※ジェネリック医薬品を使えない

ときもありますので、医療機関

などで確認してください

　保険証と一緒に「ジェネリック

医薬品希望カード」を１世帯に１

枚配布します。このカードは市役

所市民生活課国保年金係（各支所

市民課）窓口にもありますので、

複数枚必要な

人は申し出て

ください。

軽減率 軽減基準所得

２割

330,000円＋500,000円×

被保険者と特定同一世帯所

属者の人数以下のとき

５割

330,000円＋280,000円×

被保険者と特定同一世帯所

属者の人数以下のとき

７割 330,000円以下のとき

（
注
）
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
し
、
継
続
し
て
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
人

区分 医療保険分
後期高齢者
支援分

介護保険分

所得割 6.0％ 2.5％ 1.8％

均等割 24,500円 14,100円 13,600円

平等割 17,500円

賦課
限度額

610,000円 190,000円 160,000円

区分
後期高齢者
医療保険分

所得割 7.40％

均等割 36,900円

賦課
限度額

620,000円

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
使
っ

て
い
る
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
保
険
証
の
色
＝
空
色

●
発
送
日
＝
７
月
19
日
㈮

●
留
意
事
項
＝
記
載
事
項
に
誤
り
が

あ
っ
た
と
き
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
た
「
所
得
割
」
と
、
被
保
険
者

が
均
等
に
負
担
す
る
「
均
等
割
」
の

合
計
が
年
間
保
険
料
額
と
な
り
、
一

人
ひ
と
り
が
納
付
義
務
者
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
額
は
、
７
月
12
日
㈮
発

送
の
年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
更
新

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

保
険
料

保
険
料
の
軽
減
措
置
の
見
直
し

重
複
受
診
・
重
複
服
薬
は

　
　
　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

ま
た
は
３
割
で
す
。
次
の
【
３
割
負

担
と
な
る
人
】
以
外
の
人
は
、
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら

来
年
の
７
月
31
日
ま
で
の
自
己
負
担

割
合
は
、
新
し
い
保
険
証
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
３
割
負
担
と
な
る
人
】

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
の
中
に
、
住
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
所
得

者
が
い
る
人
。
た
だ
し
、
次
の
条
件

に
該
当
す
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
被
保
険
者
が
１
人
の
世
帯

・
被
保
険
者
の
収
入
合
計
金
額
が

３
８
３
万
円
未
満

・
被
保
険
者
お
よ
び
同
一
世
帯
の
70

〜
74
歳
の
人
全
員
の
収
入
合
計
金

額
が
５
２
０
万
円
未
満

●
被
保
険
者
が
複
数
い
る
世
帯

・
被
保
険
者
全
員
の
収
入
合
計
金
額

が
５
２
０
万
円
未
満

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

保
険
税
は
、
被
保
険
者
の
所
得
や

人
数
な
ど
に
応
じ
て
世
帯
単
位
で
計

算
し
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
世
帯
主
が
ほ
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
と
き
で
も
、
世

帯
の
ど
な
た
か
が
国
保
に
加
入
し
て

い
れ
ば
、
世
帯
主
宛
に
納
税
通
知
書

が
送
ら
れ
ま
す
。
保
険
税
額
は
、
７

月
16
日
㈫
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
市
に
お
け
る
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
医
療
費
が
増
え
る
と
、
保
険
財

政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
や
保
険
料
を

引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
重
複
す
る
検
査
や

投
薬
に
よ
り
、
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
適
正

な
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
症
状
や
病
気
で
、
複
数
の
病

院
を
受
診
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
医
療
費
が
二
重
に
か
か
る
だ

け
で
な
く
、
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す

●
薬
は
用
量
・
用
法
を
守
っ
て
服
用

し
ま
し
ょ
う
。
薬
の
飲
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
は
、
副
作
用
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

●
日
頃
の
健
康
に
不
安
を
感
じ
た
と

き
に
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

（
注
）
世
代
間
の
医
療
費
負
担
の
公
平
な
ど

を
図
る
観
点
か
ら
、
今
ま
で
特
例
で
９

割
軽
減
の
対
象
だ
っ
た
人
は
、
今
年
度

は
８
割
軽
減
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
対
象
と
な
る
人
で
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
な
ど
の
支
援
策
の
対
象
と

な
り
ま
す
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Pick
Up

令和２年度採用の十日町市職員の募集

チャレンジ精神あふれる人を求めています
● ● ● ● ●問合せ：総務課人事係☎757-9787

●
受
験
資
格
＝
昭
和
55
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
民
間
企
業
な
ど
に
お
け

る
職
務
経
験
期
間
が
令
和
元
年
７

月
末
現
在
で
５
年
以
上
あ
る
人

●
募
集
人
数
＝
３
人
程
度

●
初
任
給
＝
19
万
９
７
０
０
円
程
度

（
最
終
学
歴
高
等
学
校
卒
、
勤
務

年
数
12
年
の
と
き
の
一
例
）

●
受
験
資
格
＝
平
成
10
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
。
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

※
市
長
が
こ
れ
ら
と
同
等
と
認
め
る

人
を
含
む

●
募
集
人
数
＝
２
人
程
度

●
初
任
給
＝
14
万
８
６
０
０
円
（
新

卒
者
の
と
き
）

●
受
験
資
格
＝
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
・
専
門
学
校
の
土
木
専

門
課
程
を
卒
業
し
た
人
。
ま
た
は

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
土
木
技
師
上
級
と
合

わ
せ
て
４
人
程
度

●
初
任
給
＝
16
万
１
３
０
０
円
（
新

卒
者
の
と
き
）

　
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
（
第
３
回
）
を
実
施

し
ま
す
。「
十
日
町
市
を
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
、
熱
意
を

持
っ
た
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
般
事
務
社
会
人
経
験
者

一
般
事
務
初
級

土
木
技
師
中
級

〈
共
通
〉

【
第
１
次
試
験

：

筆
記
試
験
】

●
期
日
＝
９
月
22
日
㈰

●
会
場
＝
市
役
所
本
庁
舎

●
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
・
専
門
試

験
（
一
般
事
務
社
会
人
経
験
者
お

よ
び
一
般
事
務
初
級
は
除
く
）・

作
文
・
適
性
検
査

【
第
２
次
試
験

：

集
団
面
接
試
験
】

●
期
日
＝
10
月
中
旬
予
定
（
会
場
な

ど
の
詳
細
は
、
１
次
試
験
合
格
者

に
直
接
通
知
）

【
申
込
な
ど
】

●
期
限
＝
８
月
23
日
㈮
ま
で

●
申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
人
事
係

へ
提
出
（
書
類
は
返
却
し
な
い
）

・
持
参
す
る
と
き

：

平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
人
事
係

へ
持
参
（
本
人
以
外
も
可
）

・
郵
送
す
る
と
き

：

必
ず
簡
易
書
留

郵
便
で
送
付
（
８
月
23
日
㈮
ま
で

の
消
印
有
効
）

●
必
要
書
類

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係

に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
。

来
春
卒
業
見
込
み
の
人
は
最
近
ま

で
の
も
の
）

・
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人

は
卒
業
見
込
証
明
書
）

・
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
82
円

切
手
を
貼
付
し
、
送
先
住
所
・
氏

名
記
入
の
も
の
２
枚

※
保
健
師
へ
の
応
募
は
保
健
師
免
許

の
写
し
（
取
得
見
込
者
除
く
）

※
今
年
度
の
試
験
は
、
１
人
１
職

種
の
応
募
に
限
り
ま
す

●
受
験
資
格
＝
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
の
土
木
専
門
課
程
を
卒
業
し

た
人
。
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
土
木
技
師
中
級
と
合

わ
せ
て
４
人
程
度

●
初
任
給
＝
18
万
７
０
０
円
（
新
卒

者
の
と
き
）

土
木
技
師
上
級

●
受
験
資
格
＝
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師

免
許
を
有
す
る
人
。
ま
た
は
今
年

度
に
取
得
見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
２
人
程
度

●
初
任
給
＝
18
万
７
０
０
円
（
新
卒

者
の
と
き
）

保
健
師

きものづくりの
大変さに一同感心
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こへび隊通信

地元サポーター
Facebookあります

JISAPO こへび隊

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

地元サポーター・ガイドチームでは、今年４月から

毎月「越後妻有勉強会」を開催しています。これは、

大地の芸術祭バスツアーのガイド力向上、また、お客

さまや地域外から訪れるサポーターに、越後妻有の魅

力を伝えるための知識を身に付けるためのものです。

第１回目は、市内のきもの工場などを見学しました。

工場見学は初めてという人が多く、専門用語の解説な

ども受けました。参加した高橋正隆さん（新潟市）は、

｢多くの工程で職人さんを社員として雇用し、自社一

貫生産をしているのはすごい。十日町市の最大の特徴

かもしれませんね」と話しました。

地元サポーターであれば、誰でも参加できます。自

分が暮らす地域のことを、一緒に勉強しませんか。

地元サポーター越後妻有勉強会

５月19日㈰　会場：株式会社吉澤織物工場ほか

「越後妻有を知ろう！」

参加者全員で記念写真

見学後はきものが一段と
輝いて見えました

きものの美しさに
うっとり

“明石ちぢみ”の織機も見学
「糸が細い！」

新たに２件が指定されました
● ● ● ● ●問合せ：文化財課文化財保護係☎757-5531

市指定文化財

高さが50.5センチ、重さが8.0キログラムあります。古風な顔

つきと、身にまとう衣服の衣
え

文
もん

の彫り上げなど、室町時代後期

16世紀の作風を示しています。近世以前の地方様式を残す、阿

弥陀如来木
もく

彫
ちょう

像
ぞう

としての歴史的価値が評価されました。

　
市
内
の
文
化
財
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
5
月
30
日
付
け
で
、
新
た
に
2
件
を
指
定
し
、

市
指
定
文
化
財
の
総
数
は
１
１
６
件
と
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
文
化
財

を
保
護
・
活
用
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
し
、
後

世
に
継
承
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

名　称

所有者

木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

（彫刻）

堀之内集落（中里地域）

幅88センチ、長さ10メートル20センチで、縦横ともに継

ぎ目はなく、素材は綿
めん

布
ぷ

です。慶応４年という年号が書かれ

ており、最終年とはいえ、江戸時代の幟旗が現役で使用され

ているのは全国的にも希少な例で、揮
き

毫
ごう

者
しゃ

・制作年代が明ら

かな歴史資料として貴重であると評価されました。

名　称

所有者

上
うえ

野
の

諏
す

訪
わ

社
しゃ

幟
のぼり

旗
ばた

（歴史資料）

上野集落（川西地域）

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌
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美しいブナ林の保存活動が認められました

６月６日㈭：東京都中央区

語られる「縄文の美」、地域に根付く「縄文の文化」～国宝指定から20年～

６月１日㈯・２日㈰：市内

二六公園保存会（小林正夫会

長）は、昭和49年４月に設立

され、ブナ林が広がる同公園の

保存・開発・環境整備や美化な

どに努めています。このたび、

これらの活動が認められ、公益

財団法人都市緑化機構と花王株

式会社が共催する「花王・みん

なの森づくり活動助成」事業の

支援団体に決定し、この日都内

で目録が伝達されました。

笹山遺跡の火焔型土器などが国宝に指定されてから、今年で20周年を迎えま

した。これを記念し、６月１日㈯に越後妻有文化ホール「段十ろう」で、東京国

立博物館考古室長の品川欣
よし

也
や

さんを講師に、“縄文の美を捉える”と題した講演

会を開催しました。品川さんからは「同じ時代の世界各地にある絵画的な美と比

べ、縄文の美は立体造形に特徴があります。そして歴史時代の美は個性を必要と

しているのに対し、縄文を含む

先史時代では集団で共有できる

ものになっています」など、縄

文文化の特徴などが語られました。

また、翌日はその国宝指定を記念して行われている、

「笹山じょうもん市」も第20回の節目として開催され、

会場の笹山縄文広場は多くの人でにぎわいました。縄文

練り歩きなどのオープニングには品川さんも加わり、世

界に向けて笹山縄文を発信しました。

この決定により、保存会が実施する森づくり活動や環境教育活動に要する経費などについて、３年間の

助成を受けることができます。小林会長は「これからも子どもたちをはじめ、たくさんの人に親しまれる

二六公園にするために、助成を有効に活用させていただきます」と話してくれました。

二六公園にて小林会長（写真中）、高橋雅雄副

会長（写真左）、野上正一事務局長（写真右）

安全でおいしい水はこうしてつくられる

６月23日㈰：新・十日町浄水場ほか

３月から運用が始まった、新・十日町浄水場。この日、「環境

フェア・上下水道フェア」の一連のイベントとして、新・十日町

浄水場を含む浄水場施設の見学会が行われました。参加した40

人は、市上下水道局職員の案内のもと、施設内で水道水がつくら

れるまでの過程などを見学しました。父親と見学会に参加した宮

沢希さん（８歳・寿町４）は、「私たちが使う水ができるまでを

知ることができて良かったです。施設には大きな音が響いていた

のが印象に残りました」と話してくれました。

保育園で自然体験を楽しもう

４月～：松之山保育園・高山保育園

いつまでも　続くけんこう　歯の力

６月７日㈮：なごみの家

「世田谷生まれ・松代育ち」のマーマレード

５月18日㈯：愛媛県八幡浜市

今年から、市内保育園で里山の生き物や自然を楽しみながら体験

する「森のようちえん事業」がスタートしました。これは「森の学

校」キョロロが、「越後妻有森のようちえんノラソラ」など民間団

体と協力し、市内保育園に出張して自然体験活動を行う取組みです。

今年は松之山保育園と高山保育園を実施モデル園として、年間を

通じて園児たちが里山の生き物や自然に五感でふれ合います。４月

は田んぼでのカエルの卵の採集や観察、５月はカブトムシの幼虫の

観察を行いました。園児たちは恐る恐るさわってみたり、じっくり観察したりして、その様子を絵に描い

てみるなど、楽しみながら里山の生き物とふれ合いました。

十日町市中魚沼郡歯科医師会の主催によ

り、市内５つの障がい者施設（なごみの家、

ワークセンターなごみ、ワークセンターか

わにし、ケアホームげじょう、障がい福祉

サービス事業所エンゼル妻有）利用者141

人の歯科健診が行われました。この健診は

「歯と口の健康週間」（毎年６月４日～10

日）に合わせて実施されています。

健診を行った、二瓶広之さん（二瓶歯科

医院）は、「歯科医師会として障がい者歯

科健診に取り組み、今年で18回目となり

ました。これからも継続していきたいです」

と話してく

れました。

東京都世田谷区と、官民に

わたる幅広い交流を行ってい

る松代地域。この交流が生ん

だ、うれしいできごとがあり

ました。

世田谷区内で収穫した夏み

かんを、松代地域でマーマレ

ードに加工して商品化した

“世田谷生まれの松代育ち 世

田谷マーマレード”が、このほど愛媛県で開催されたダル

メイン世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大

会のプロ部門で、見事金賞を受賞しました。マーマレード

を製造するのは、若井明夫さん（70歳・松代）。「世田谷と

の交流がマーマレード製造につながり感慨深く思います。

無農薬の素材と保存料を使わない製法にこだわった製品が

高い評価を受けて、うれしいです」と喜びを話しました。

マーマレードは、道の駅まつだいふるさと会館やクロス

テンで販売されています。ぜひ一度、味わってみませんか。

カブトムシの幼虫の観察（松之山保育園の様子）

若井さんと世田谷マーマレード

建築として高い評価を受けました

６月24日㈪：東京都港区

大地の芸術祭の作品である、「磯辺行久記念　越後妻有清津

倉庫美術館」。このたび、東京建築賞・第45回建築作品コンクー

ル（主催：一般社団法人東京都建築士事務所協会）において、

一般一類部門の奨励賞を受賞し、この日都内で表彰を受けま

した。

この賞は、東京都知事登録の建築士事務所が、関東甲信越地

方に新築または改修した建物が選考対象となるコンクールで

す。受賞にあたっては、同美術館の「そこにあるものを認め、

利用しながら創作を続ける楽しみ」という点が評価されました。

美術館の外観

※「磯辺行久記念　越後妻有清津倉庫美術館」では、
大地の芸術祭の夏プログラム（今号２～３ペー
ジ参照）において、特別展「川口龍夫－時の羅
針盤」を公開します



連載コーナー このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。情報がありましたら、
企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
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昭和30年、開園した私

立北越保育園の保母（保育

士）となり、平成２年か

らは園長として、退職まで

62年間にわたり地域の児

童福祉に貢献されました。

中村さんは、「開園したあ

のときの、子どもたちの歓声が忘れられません。

卒園した皆さんの、スポーツなどでの活躍を聞

くたび、幼児期を一緒に過ごせたことを誇りに

感じます」と話してくれました。

「支えていただいた皆さ

んに、深く感謝を申し上げ

ます」と話してくれた尾身

さん。昭和43年５月に消

防士となり、以来41年間

にわたり、消防行政の進展

に尽力されました。在職中

は大規模施設の火災や中越大震災ほか、さまざ

まな災害対応にあたりましたが、豊富な知識と

経験を駆使して救助などを行い、地域の安心・

安全を守り続けました。

「厳しく、大変な責務で

すが、家族そして保護司の

同志たちに支えられ、務め

ています。これまで私が担

当した人の再犯がないこと

が、何よりと感じています」

と話してくれた奥山さん。

平成４年から27年にわたり、ほかの保護司の

皆さんと社会復帰を求める人たちを支えてきま

した。現在も十日町津南地区保護司会の副会長・

川西分区長として、活躍されています。

昭和55年から平成17年

まで、24年６か月間にわ

たり、選挙管理委員を務め、

選挙の適正な管理執行に尽

力されました。本山さんは、

「目に見えるようなもので

なく、地道な仕事でしたが、

規律正しく、中立の立場でいるということを常

に心掛けました。地域の皆さんと、弁当をいつ

も届けてくれた妻に、感謝をしています」と話

してくれました。

尾身秀樹さん（69歳・北新田１）

瑞宝単光章（消防功労）

石黒良
りょう

泉
せん

さん（64歳・室野）

昭和63年から、31年にわたり保護司活動に

尽力されています。石黒さんは、「当時は暴走

族が多く、社会では若い保護司が必要とされて

いたことから、声を掛けられました。幸いなこ

とに、この地域では物騒な事件もなかったこと

もあって、長く続けられています」と話してく

れました。

本山　勉さん（84歳・北浦田） 奥山寛
ひろゆき

千さん（71歳・伊友）

中村田
た

鶴
づ

子
こ

さん（85歳・本町６の２）

旭日単光章（選挙管理事務功労） 瑞宝双光章（更生保護功労）

瑞宝単光章（児童福祉功労）

藍綬褒章（更生保護功労）

叙勲おめでとうございます

褒賞おめでとうございます

協

企

力

業

今後の抱負を聞かせてください
5

た
し
の

わ

社
の

会

い
ち
お
し

ワ
ー
カ
ー

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・

　
　
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

vol.14

こ
れ
ま
で
に
感
じ
た
・
経
験
し
た
苦
労
は
？

専
門
的
な
技
術
習
得
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
、
苦
に

感
じ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
で
す
が
、
こ
の
会
社
を
創
業
す
る
た

め
の
、
事
業
計
画
書
ほ
か
書
類
作
成
な
ど
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は
、
と

て
も
辛
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

3
こ
の
仕
事
で
培
っ
た
技
術
・
や
り
が
い
は
？

仕
上
げ
た
板
を
納
品
し
、
後
日
、
お
客
さ
ま
か
ら
「
滑
り
や
す
く

て
、
以
前
よ
り
上
達
で
き
た
」
と
報
告
を
受
け
る
と
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
ね
。
お
客
さ
ま
と
話
し
合
い
な
が
ら
仕
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
自
分
の
見
立
て
は
間
違
い
な
か
っ
た
と
、
自
信
に
も
な
り
ま
す
。

4

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
技
術
が
上
達
す
る
よ
う
に
、
板
の
チ
ュ

ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
板
の
状
態
か
ら
、
使
用
さ

れ
た
お
客
さ
ま
の
滑
り
の
特
性
を
把
握
し
、
ご
要
望
も
伺
い
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
に
合
う
板
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
で
の
仕
事
は
？

31

■雪将軍

問産業政策課
　商工振興係
　☎757-3139

自
分
で
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
の
め
り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、

独
学
で
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
技
術
を
さ
ら
に
追
及
し
た
く
な
り
、
雪
国
十
日
町
市
に
チ
ュ
ー

ン
ア
ッ
プ
の
専
門
店
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
そ
れ
な
ら
自

分
が
や
ろ
う
」
と
雪
将
軍
を
創
業
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
始
め
た
・
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

2

・スキー・スノーボードチューンアップ　

・従業員１人

・十日町市新座甲399-3（☎755-5457）

・お客さま一人ひとりにカウンセリングを行い、特性を見極め

ながら、納得いただける板を仕上げます。初心者の方やウイ

ンタースポーツを始めたいという方も大歓迎です

スキー・スノーボードのチューンアップ

は、格式が高いイメージではないでしょう

か。ここ雪将軍はそんなイメージを払拭し、

誰もが気軽に立ち寄り利用できる、そんな

場所にしたいです。

市内の高校を卒業後、さまざまな仕事を経験し、
スキー・スノーボードチューンアップの道へ。オ
リンピック選手のワックスマンに師事し、技術を
学んだことも。

川田 裕介さん（38歳・本町７－２）

掲載希望

募集します！！

掲載希望掲載希望

募集しま募集しますす！！！！

掲載希望
　事業所を
募集します！！

今後の抱負を聞かせてください

チューンアップを行う川田さん
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

まちなかステージ行事予定表（７月15日～８月14日）※「要申込」以外は申込不要

●分じろうまちの文化歴史コーナー H
は っ か け

AKKAKE

十日町市最古の狩猟具（南谷内館跡出土品）
日８月５日㈪までの午前９時～午後５時
十日町市最古の文字（柳木田遺跡出土の墨書土器数点）
日８月７日㈬～午前９時～午後５時

市民活動センター十じろう　問☎750-7771（本町３）

陶友会展示会（陶友会）
日７月15日㈪までの午前10時～午後３時まで
会ギャラリー
アニメ関連フリーマーケット（アニメフレンズ）
日７月21日㈰午前11時～午後６時　会ギャラリー
講話「私がやってきたまちづくり、そして市民活動」
（NPOひとサポ）
日８月９日㈮午後７時～９時　会ギャラリー

ニ
バ
ル
、
稚
児
行
列
な
ど

問
松
代
観
音
祭
実
行
委
員
会(

松

代
町
商
工
会
内
・
☎
５
９
７
―

２
０
０
６)

第
44
回 

近
代
名
作
読
書
講
座

〜
今
読
み
た
い
、ま
た
読
み
た
い
日
本
の
名
作
〜

日
７
月
21
日
㈰
午
後
３
時
〜
４
時

15
分

対
中
学
生
以
上

定
30
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

内
池
井
戸
潤
の
「
七
つ
の
会
議
」

講
庭
野
三
省
さ
ん

会
・
申
・
問
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情

報
館
へ
（
☎
７
５
０
―
５
１
０

０
、
Ｆ
７
５
０
―
５
１
０
３
）

情
報
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

エ
ク
セ
ル
初
級

日
7
月
23
日
㈫
〜
8
月
6
日
㈫
の

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
7
時
〜

9
時
（
全
5
回
）

対
初
め
て
エ
ク
セ
ル
を
使
う
人

￥
5
千
円

定
15
人
※
5
人
以
下
は
中
止
の
と

き
あ
り

内
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
、グ
ラ
フ
・

表
計
算
・
住
所
録
の
作
り
方
を

学
び
ま
す

〆
7
月
20
日
㈯

会
・
申
・
問
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
郵

高
校
生
求
人
説
明
会

日
7
月
16
日
㈫
午
後
1
時
20
分
〜

4
時

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
来
春
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生

と
そ
の
保
護
者

申
・
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
学

卒
係（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

松
代
観
音
祭

日
7
月
20
日
㈯
正
午
〜
午
後
9
時

30
分
、
21
日
㈰
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分
※
大
花
火
大

会
は
20
日
午
後
7
時
30
分
か
ら

（
雨
天
時
は
21
日
に
延
期
）

会
松
代
地
区

内
歩
行
者
天
国
の
屋
台
街
、
そ
ば

巻
き
寿
司
大
会
、
よ
さ
こ
い
演

舞
、
民
謡
流
し
、
サ
ン
バ
カ
ー

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
情
報
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☎
７
５
０

―
５
１
０
０
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７
５
０
―
５

１
０
３
）

講
演
会

脳
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
し

「
努
力
の
天
才
」
を
育
て
る
秘
策

日
7
月
25
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時

40
分

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
小
学
生
以
上

定
先
着
１
０
０
人
※
要
事
前
申
込

講
池
谷
裕
二
さ
ん
（
東
大
教
授
・

脳
研
究
者
）

●
後
援
＝
市
教
育
委
員
会

申
・
問
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

高
等
学
校
十
日
町
学
習
セ
ン
タ

ー
・
若
井
（
☎
７
５
５
―
５
９

６
９
）

QRコードからも
申込み可

地
域
振
興
公
開
講
座

　
地
域
課
題
と
国
が
抱
え
る
負
債

に
つ
い
て
の
座
談
会
で
す
。

●
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午

日
／
会
7
月
27
日
㈯
／
吉
田
公
民

館
、
28
日
㈰
／
中
条
公
民
館
、

市民交流センター分じろう　問☎750-7770（本町２）

十日町おもちゃ病院（市社会福祉協議会）
日７月20日㈯午前10時～午後３時（受付午後２時まで）
会ルーム１

S
サン

W
ウッド

 C
コーヒー

OFFEE S
スタンド

TAND（㈱サンウッド新潟）
日７月21日㈰午前９時30分～正午
会マーケット広場　￥ワークショップ2,500円 
※ワークショップ参加は要予約

ゆかたD
デ

EクラフトB
ビア

EERテラス（まちなか手芸部）
日７月27日㈯午後５時～９時
会マーケット広場・情報ラウンジ
お茶にしょうじゃねぇ会（フォルトネット）
「あなたは一人じゃない  さまざまな支援の形・地域編」
日８月３日㈯午後１時30分～３時30分
会ルーム１・２　￥300円
ナイトレコードカフェ（本町２商店街振興組合）
日８月３日㈯午後６時30分～９時　会マーケット広場
苔玉盆栽講座（NPOひとサポ）
日８月８日㈭午前10時～正午　会ルーム２
￥1,000円　※要申込

とおか市（NPOひとサポ）
日８月10日㈯午前９時～午後１時　会マーケット広場

8
月
17
日
㈯
／
松
代
公
民
館
、

18
日
㈰
／
水
沢
公
民
館

●
時
間
＝
午
後
3
時
〜
5
時

日
／
会
7
月
15
日
㈪
・
㈷
／
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
27
日
㈯
／
川
治
公
民
館
、

28
日
㈰
／
下
条
公
民
館
、
8
月

17
日
㈯
／
中
里
公
民
館
、
18
日

㈰
／
松
之
山
公
民
館

問
公
益
社
団
法
人
十
日
町
青
年
会

議
所（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

英
会
話
料
理
教
室

「C

ク
ッ
ク

ook W

ウ
ィ
ズ

ith E

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

nglish

」

　
料
理
を
通
じ
て
英
会
話
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
7
月
24
日
㈬
午
後
6
時
〜
9
時

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

対
高
校
生
以
上
。
た
だ
し
保
護
者

同
伴
の
と
き
は
中
学
生
も
可

￥
８
０
０
円

定
先
着
16
人
※
英
語
主
体
で
行
う

た
め
、
英
語
を
学
ぶ
意
欲
の
あ

る
人
優
先

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
料
理
を

持
ち
帰
り
で
き
る
容
器

講
テ
イ
ラ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん

（
外
国
語
指
導
助
手
）

申
・
問
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

（
☎
７
５
７
｜
３
１
１
２
）

フェイスブック
QRコード

三
好
園
納
涼
会

日
７
月
26
日
㈮
午
後
６
時
〜
８
時

会
・
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三

好
園（
☎
７
５
６

｜

２
１
０
６
）

水
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

〜
激
甚
災
害
か
ら
8
年

　
　
　
　

晒
川
水
害
写
真
展
〜

日
7
月
27
日
㈯
〜
8
月
2
日
㈮
午

前
9
時
〜
午
後
7
時

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
十
じ
ろ
う
」

問
高
橋（
☎
７
５
７

｜

２
４
２
１
）

健
康
倶
楽
部
十
日
町

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
7
月
27
日
㈯
午
後
6
時
30
分
〜

8
時

内
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

●入館料＝500円、小・中・高生300円（市内小・中学生は無料）
●参加費＝500円、小・中・高生300円
※ブナの森ようちえんは１組1,000円（入館料込）
●集合場所・問キョロロ☎595-8311

「森の学校」キョロロ
7月16日～8月15日の里山体験プログラム

※小学３年生以下は保護者同伴

日時／テーマ

７月20日㈯ 午後１時30分～４時／花ごよみ調査（無料）
７月21日㈰・28日㈰・８月４日㈰・11日㈰・12日㈷・13日㈫・
14日㈬・15日㈭ 午後１時～２時30分／里山の生き物探検定20人
７月27日㈯ 午前４時30分～７時30分／探鳥会（無料）、午後１
時～３時／キョロロ生物部定10人、午後７時30分～８時30分／
夜の昆虫探検定20人※大厳寺高原駐車場集合
８月３日㈯ 午前10時～正午／ブナの森のようちえん
８月３日㈯ 午前11時～４日㈰ 午後３時／生き物だらけの冒険キ
ャンプ定20人※申込は大厳寺高原キャンプ場
８月10日㈯ 午前８時～９時30分／こども野鳥の会探鳥会、午後
１時～４時30分／草木染で里山の色探し（無料）定15人
８月11日㈰ 午前10時～正午／昆虫標本づくり講座定10人、午後
７時～８時30分／ナイトミュージアム定20人

十日町市ビジネスコンテスト「トオコン2019」

市内で新規創業・事業の新分野進出を行うビ

ジネスプランを募集します。事業化には市の補

助事業が活用できます。ぜひ挑戦してください。

●募集部門＝創業部門（創業枠・第２創業枠）、

学生アイデア部門

●募集期間＝７月10日㈬～９月30日㈪※学生

アイデア部門は10月７日㈪締切

●審査方法＝書類審査後、通過者のみ本選会

（12月21日㈯千手中央コミュニティセンター）

で公開プレゼンテーション実施

●表彰＝最優秀賞：副賞10万円、優秀賞：副賞５万円、学生アイデア部門賞：副賞３万円

　※未入賞でも事業化のときは補助制度あり

他詳細は公式ホームページ（http://toocon.jp/）に掲載。11月16日㈯～17日㈰に醸す森［kamosu 

mori］で起業家育成合宿（本選会出場者は参加必須）を開催

問産業政策課商工振興係（☎757-3139）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

20市報とおかまち　令和元年７月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号21

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

接
合
体
験
も
行
い
ま
す
。

日
８
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
小
学
４
〜
6
年
生
（
保
護
者
の

参
加
も
可
）

￥
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
先
着
10
人

他
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

〆
７
月
20
日
㈯

会
・
申
・
問
申
込
書
（
対
象
者
に

は
学
校
で
配
布
済
み
）
に
参
加

費
を
添
え
て
博
物
館
へ
（
☎
７

５
７
―
５
５
３
１
）

ほ
く
ほ
く
線

「
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
電
車
」

　
ほ
く
ほ
く
線
に
乗
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
お
つ
か
い
体
験
を

し
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
４
日
㈰
ほ
く
ほ
く
線
十
日

町
駅
午
前
８
時
30
分
集
合
、
午

後
０
時
15
分
こ
ろ
解
散

￥
２
千
円

〆
７
月
21
日
㈰
必
着
※
申
込
み
多

数
の
と
き
は
抽
選

申

電
子
メ
ー
ル
（o

tsu
k
a
i2
@

h
o
k
u
h
o
k
u
.co
.jp

）
に
代
表

保
護
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
、
参
加
す
る
子
ど
も
全
員

の
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
住
所
・

　人口が減少していく中、越後妻有地域ではさまざまな分野で活躍する人がいます。その人たちの

話を聞き、応援をするミーティング参加者を募集します。

日７月28日㈰午後３時～５時

会キックボクシング アルンジム（本町２）

対市内および近隣に住んでいる人

【第１部　食で思いをカタチにする話＆試食】

●コーヒーを通した空間作り＆みんなの輪を広

げたい！／間野沙穂子さん（S
スノーキャップ

NOWCAP）

●バングラデシュカレーで地域を元気にした

い！／藤村真美子さん・大庭ひとみさん（渓

谷のカレー屋さん チャドカン）

越後妻有で活きる個の力
パワー

　～地域で頑張る人を知る、応援する～

【第２部　思いをプレゼン＆交流】

●十日町のマチの姿､着物産業を見て､知って触

れてもらいマチの誇りに／丸山佳乃さん（大

学生）

●豪雪J
ジャム

AMでたくさんの人と繋がって十日町

を全国へ発信したい！／小野塚裕也さん（豪

雪JAM４代目実行委員長）

〈共通〉

申・問十日町地域振興局企画振

興部（☎757-5517）

人口減少問題に挑戦するミーティング Vol.1　新潟県十日町市

踊
り
・
作
品
展
示
・
屋
台
な
ど

会
・
問
健
康
倶
楽
部
十
日
町
（
☎

７
５
２
―
７
２
９
５
）

夏
季
企
画
展

博
物
館
と
友
の
会 
40
年
の
歩
み

　
９
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動

と
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

来
年
６
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
博

物
館
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
27
日
㈯
〜
９
月
16
日
㈪
・

㈷ 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
月
曜
日
※
8
月
12
日
・
9
月
16

日
は
開
館

￥
３
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

会
・
問
博
物
館
（
☎
７
５
７
―
５

５
３
１
）

広
島
・
長
崎 

平
和
学
習
会

　
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
に
つ

い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
７
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

会
情
報
館

定
先
着
80
人

内
戦
争
・
平
和
に
関
す
る
ビ
デ
オ

上
映
、
広
島
・
長
崎
派
遣
団
の

体
験
発
表
な
ど

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト
＋

プ
ラ
ス

αア
ル
フ
ァ
　

お
さ
ら
い
会

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の

笛
ピ
ロ
ロ
（
フ
ル
ー
ト
）
＋
α
（
ピ

ア
ノ
ほ
か
）
の
演
奏
会
で
す
。

日
７
月
28
日
㈰
午
後
２
時
〜

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

●
曲
目
＝
ひ
ま
わ
り
、パ
ピ
ヨ
ン
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ

パ
ラ
ダ
イ
ス
、
情
熱
大
陸
ほ
か

問
大
渕
（
☎
０
９
０
―
４
０
５
３

―
４
４
５
５
）

認
知
症
予
防
講
演
会

　
認
知
症
を
知
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
31
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
※
受
付
午
後
1
時
〜

会
中
里
庁
舎

講
有
田
正
知
さ
ん（
有
田
病
院
医
師
）

問
中
里
支
所
市
民
課
（
☎
７
６
３

―
３
１
２
１
）

子
ど
も
博
物
館

「
土
器
拓
本
し
お
り
作
り
」

　
本
物
の
縄
文
土
器
を
使
い
、
自

分
で
と
っ
た
拓
本
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト

加
工
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お

り
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
土
器
の

５
７
―
２
４
０
１
）

わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

　
中
学
生
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
感
銘
を

受
け
た
こ
と
な
ど
、
思
い
や
意
見

を
発
表
し
ま
す
。

日
８
月
６
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

●
出
場
者
＝
郡
市
内
の
各
中
学
校

代
表
生
徒
12
人

問
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
企
画
調
整
課
（
☎
７
５
７
―

２
４
０
０
）

百
人
一
首 

夏
休
み
の
巻

日
８
月
７
日
㈬
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

会
北
越
こ
ど
も
園
ホ
ー
ル

〆
７
月
31
日
㈬
※
当
日
参
加
も
可

申
・
問
百
人
一
首
万
葉
の
会
事
務

局
（
北
越
こ
ど
も
園
内
・
越
村

☎
７
５
７
―
３
８
６
０
）

ま
ほ
ろ
ば
の
里
川
治
・

ヴ
ィ
ラ
あ
か
し
納
涼
祭

日
８
月
10
日
㈯
午
後
５
時
〜
７
時

会
・
問
ま
ほ
ろ
ば
の
里
川
治
（
☎

￥
高
校
生
以
上
2
千
円
、
小
・
中

学
生
千
円
、
幼
児
無
料

定
20
人

内
生
活
用
具
作
り
（
弓
矢
・
勾ま
が

玉
・

食
器
類
）、
ま
っ
く
ら
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
、
た
き
火
の
語
ら
い
、

射
撃
大
会
（
景
品
付
き
）
な
ど

持
テ
ン
ト
・
寝
袋
・
調
理
用
具
な

ど
の
キ
ャ
ン
プ
用
品
、
食
事

講
伊い

乎お

乃の

の
里
・
縄
文
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
（
大
渕
力
さ
ん
）

●
募
集
期
間
＝
７
月
17
日
㈬
〜
８

月
10
日
㈯

〈
共
通
〉

申
・
問
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
博
物
館
へ
（
☎
７

５
７
―
５
５
３
１
）

在
宅
医
療
介
護
Ａ
Ｃ
Ｐ
公
開
講
座

人
生
会
議
を
し
よ
う
！
〜
最
期
ま

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
〜

　
誰
も
が
迎
え
る
こ
と
に
な
る
、

家
族
・
自
分
の
人
生
の
「
最
期
」

を
考
え
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

日
８
月
4
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
※
受
付
午
後
1
時
〜

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

対
市
民
、
関
係
者
な
ど

問
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
地
域
保
健
課
・
樋
口
（
☎
７

電
話
番
号
・
学
年
・
性
別
を
記

載
し
て
申
込
み
※
１
グ
ル
ー
プ

小
学
生
５
人
ま
で

問
北
越
急
行
㈱
（
☎
７
５
０
―
１

２
５
１
）

夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
む

笹
山
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

【
夏
休
み
親
子
自
由
研
究
サ
ポ
ー

ト

：

縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
】

日
８
月
４
日
㈰
・
25
日
㈰
※
両
日

参
加
必
須

●
工
作
コ
ー
ス
＝
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
0
時
15
分

●
工
作
＋
壁
新
聞
コ
ー
ス
＝
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
3
時

会
笹
山
縄
文
館

対
親
子

￥
５
０
０
円

定
10
人

講
阿
部
敬
さ
ん（
博
物
館
学
芸
員
）

〆
７
月
28
日
㈰

【
夏
休
み
親
子
た
ん
け
ん
隊

：
真

夏
の
縄
文
キ
ャ
ン
プ
】

　
国
宝
・
火
焔
型
土
器
の
出
土
し

た
縄
文
人
の
ム
ラ
で
、
自
給
自
足

生
活
を
体
験
し
ま
す
。

日
８
月
17
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

18
日
㈰
午
前
11
時（
1
泊
2
日
）

会
笹
山
遺
跡
広
場

対
親
子

７
６
１
―
７
３
３
３
）

中
里
地
域 

夏
の
イ
ベ
ン
ト

【
清
津
川
さ
か
な
ま
つ
り
】

日
８
月
14
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後

２
時

会
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

内
釣
り
教
室
や
魚
の
つ
か
み
取
り

な
ど

【
清
津
川
・
川
っ
ぺ
り
音
楽
祭
】

日
８
月
14
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜

９
時

会
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

内
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
公
園
で

の
生
ビ
ー
ル
＆
生
演
奏

【
清
田
山
キ
ャ
ン
プ
場
ま
つ
り
】

日
８
月
15
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
30
分

会
清
田
山
キ
ャ
ン
プ
場

内
雪
の
巨
大
滑
り
台
や
魚
の
つ
か

み
取
り
な
ど

　錦野旦、尾藤イサオ、三原綱木、

ロザンナ、江木俊夫（ナビゲーター）

による生バンドのステージをお楽し

みください。

日11月16日㈯午後３時開演

会越後妻有文化ホール「段十ろう」

￥5,000円（当日5,500円）※全席

指定、未就学児の入場は不可

定700人

●チケット販売＝８月６日㈫午前９

時から段サポ優先販売、８月10日㈰午前９時から「段十

ろう」、ｅ
イー

＋
プラス

で一般販売

他車いす席希望者はチケット購入時に申し出てください

問生涯学習課（☎757-5011））

F
フォーエバー

OREVER
～素晴らしき仲間たち～∞2019 in 十日町



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

22市報とおかまち　令和元年７月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

第52回 十日町市美術展作品募集

部　　門 作 品 規 格

第１部 日本画 額縁付きのこと（100号まで）

第２部 洋　画
油絵・水彩・パステルなど。額縁付き
のこと（10号（53㎝×45.5㎝）～100号）

第３部 版　画
額装（モノタイプ版・ドライマウント
加工は不可）（長辺116㎝以内）

第４部 現代美術 技法・材質・立体・平面・表現など問わない

第５部 彫　刻（常識の大きさを超えないこと）

第６部 工　芸
染・織・焼物・つる・漆・革・竹・わら・
紙工芸など（縦・横・高さとも180㎝以内）

第７部 書　道

額装、枠張りまたは軸物表装（仕上が
り寸法が縦額は幅64㎝以内・縦245㎝
以内または幅76㎝以内・縦182㎝以内。
横額は幅152㎝以内・縦76㎝以内）
※釈文票は楷書ではっきりと記入する
こと。ペン書き・ワープロなど可

第８部 写　真

木製パネル張り（ヒートン取付）。額縁
不可。単写真は半切以上全紙まで（短
辺35㎝以上、長辺65㎝以内）。組写真は
長辺103cm以内　
※サイズはパネルのサイズ

日10月24日㈭～27日㈰
会越後妻有文化ホール「段十ろう」

●出品作品＝同一部門１人２点以内（ほかの公募展未出品

作品に限る）※額装するときはガラス不可（油絵はアク

リル板も不可）、額縁にはひもをつけること

●出品料（１点あたり）＝1,500円、高校生以下500円

●作品指導会＝10月22日㈫・㈷午後５時30分～７時

●授賞（賞金）＝市展賞（賞状・３万円）、奨励賞（賞状・

１万円）、佳作賞（賞状）、新潟日報美術振興賞（賞状・記念品）

●審査員＝山田昌三さん（日本画・洋画・版画）、堀川紀

夫さん（現代美術・彫刻・工芸）、菅井松雲さん（書道）、

齋藤康一さん（写真）

●募集要項＝市役所本庁・各支所・各公民館・情報館に配

置、市ホームページにも掲載
申10月21日㈪正午～午後７時に会場へ作品を持ち込み

　（搬出：10月27日㈰午後４時～６時30分）
問生涯学習課（☎757-5011）

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
。
時
間
は

全
て
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

会
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
集
団
療
法
室

対
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
な
ど
の
問

題
で
悩
ん
で
い
て
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
意
欲
が
あ
る
人

〆
8
月
9
日
㈮

申
・
問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
細
野
、
中
沢
（
☎
０
２
５

―
２
８
０
―
０
１
１
３
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

８
月
の
番
組
情
報
で
す
。

日
毎
週
㈰
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

内
今
夜
の
星
空
・
マ
ン
ボ
ウ
君
ふ

ん
わ
り
宇
宙
へ

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２

４
９
３
）

参
加
者
募
集

十
日
町
お
お
ま
つ
り

明
石
万
灯
・
大
民
謡
流
し

日
8
月
25
日
㈰
午
後
7
時
〜
8
時

15
分
※
予
定

〆
７
月
25
日
㈭

申
・
問
明
石
万
灯

：

十
日
町
商
工

会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１

１
）、
民
謡
流
し

：

市
観
光
協

会
（
☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）

国
民
文
化
祭
「
ゴ
ス
ペ
ル
の
祭
典

IN
新
潟
」
に
参
加
す
る
地
元
ゴ
ス

ペ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
募
集
中

●
募
集
期
間
＝
7
月
31
日
㈬
ま
で

●
募
集
人
数
＝
高
校
生
以
上
50

人
、
中
学
生
以
下
30
人

●
練
習
日
＝
8
月
24
日
㈯
午
後
2

時
〜
5
時
、
9
月
14
日
㈯
午
後

2
時
〜
6
時
、
10
月
5
日
㈯
午

後
2
時
〜
6
時
（
会
場
は
段
十

ろ
う
）

申
・
問
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
生
涯
学

習
課
へ
（
☎
７
５
７
―
５
０
１

１
、
Ｆ
７
５
７
―
５
０
１
０
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

み
可

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集

●
対
象
施
設
＝
十
日
町
市
越
後
妻

有
文
化
ホ
ー
ル
・
十
日
町
市
中

央
公
民
館
施
設

●
所
在
地
＝
本
町
１
丁
目
上
５
０

８
番
地
２

●
設
置
目
的
＝
市
民
の
文
化
芸
術

活
動
の
振
興
や
相
互
交
流
の
促

進
を
図
る
も
の

※
そ
の
ほ
か
の
対
象
施
設
は
市
報

〈
共
通
〉

問
市
観
光
協
会
中
里
事
務
所
（
☎

７
６
３
―
３
１
６
８
）

長
岡
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
２
０
１
９

日
８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
4
時
（
両
日
）

会
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
（
長

岡
市
西
片
貝
町
８
８
８
）

対
中
学
１
年
〜
３
年
お
よ
び
保
護

者
な
ど

内
学
校
説
明
・
施
設
見
学
・
体
験

学
習
な
ど

〆
７
月
31
日
㈬

申
・
問
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

学
生
課
教
務
入
試
係
（
☎
０
２

５
８
―
３
４
―
９
４
３
４
）

S

ス

マ

ー

プ

M
A
R
P
P
 N

ニ

イ

ガ

タ

IIG
A
TA

２
０
１
９

　
依
存
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
理
解
を
深
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

薬
物
を
使
わ
な
い
生
活
の
継
続
を

目
指
し
て
、
学
ん
だ
り
話
し
合
っ

た
り
し
ま
す
。

日
8
月
20
日
㈫
、
9
月
17
日
㈫
、

10
月
1
日
㈫
、
11
月
5
日
㈫
、

12
月
17
日
㈫
、
令
和
2
年
1
月

21
日
㈫
、
2
月
25
日
㈫

※
各
日
の
内
容
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ

令和２年度採用 十日町地域広域事務組合　消防職員募集

●募集職種・人数＝消防士（上級または初級）

　３人程度

・上級：大学を卒業した人※卒業見込み含む

・初級：高等学校を卒業した人※卒業見込み、

短期大学など上位学校卒業または在学中の人

を含む

●受験資格

①平成６年４月２日以降生まれの人

②身体に職務遂行上の支障がなく、大型自動車

運転免許を取得することが可能な人

③採用後、十日町市・津南町に居住することが

可能な人

●試験方法

●申込締切＝８月23日㈮※当日消印有効

●必要書類

①職員採用試験申込書（消防本部・各分署に配

置、ホームページからも入手可）

②最終卒業校（１年制専門学校は高等学校）の成

績証明書※卒業見込みの人は最近までのもの

③卒業見込みの人は卒業見込証明書

④82円切手２枚、２円切手１枚（通知用）

申・問必要書類を郵送（書留のみ可。封筒の表に

「受験申込」と朱書きすること）または持参

　〒948-0007十日町市四日町新田1041番地十日

町地域消防本部総務課庶務係（☎757-1556）

９
月
10
号
で
お
知
ら
せ

●
指
定
期
間
＝
令
和
２
年
４
月
１

日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

（
予
定
）

●
応
募
資
格
＝
施
設
を
適
切
に
管

理
・
運
営
で
き
る
民
間
事
業
者

（
市
内
に
本
社
ま
た
は
支
店
が

あ
る
法
人
ま
た
は
法
人
を
含
む

共
同
企
業
体
）

内
設
置
目
的
に
よ
る
ホ
ー
ル
事
業

の
企
画
・
運
営
、
施
設
の
維
持

管
理
業
務
お
よ
び
受
付
・
利
用

許
可
に
関
す
る
業
務
ほ
か

●
応
募
方
法
＝
募
集
要
項
・
提
出

書
類
な
ど
は
施
設
の
問
合
せ
先

に
配
置
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載

〆
８
月
30
日
㈮

●
応
募
先
・
問
生
涯
学
習
課
（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

8
月
入
校
生
募
集

【
介
護
員
養
成
科
2
期
（
介
護
職

員
初
任
者
研
修
課
程
取
得
２
か
月

コ
ー
ス
）】

日
8
月
20
日
㈫
〜
10
月
17
日
㈭
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
2
期
】

日
8
月
21
日
㈬
〜
令
和
2
年
1
月

20
日
㈪
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

日程 試験科目

第１次試験 ９月22日㈰
教養試験・消防適性検査・

作文・体力試験

第２次試験 10月中 面接試験

4
時
10
分

〈
共
通
〉

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
魚
沼
市
・
☎
０
２
５
―
７
９

４
―
２
４
１
０
）

「
陸
・
海
・
空
」自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目
＝
①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生
③
航
空
学
生

●
募
集
期
間
＝
①
通
年
、
②
③
９

月
６
日
㈮
ま
で

対
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
（
航

空
学
生
は
18
歳
以
上
23
歳
未
満
）

問
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡
出
張

所
（
☎
０
２
５
８
―
33
―
０
２

５
６
）

統
計
調
査
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
国
が
県
・
市
を
通
じ
て
行
う
各

種
統
計
調
査
の
と
き
、
調
査
員
と

し
て
従
事
す
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

内
調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検

な
ど
（
た
だ
し
、
調
査
規
模
や

調
査
地
域
な
ど
の
条
件
に
見
合

っ
た
人
に
依
頼
す
る
の
で
、
定

期
的
に
調
査
員
の
仕
事
を
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
応
募
資
格
＝
満
20
歳
以
上
で
、

税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関

係
が
な
く
、
秘
密
の
保
持
や
統

計
調
査
活
動
に
熱
意
と
責
任
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
人

●
報
酬
＝
概
ね
２
〜
５
万
円

申
・
問
総
務
課
行
政
管
理
係
（
☎

７
５
７
―
９
９
１
３
）

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
部
門
＝
撮
影
場
所
な
ど
で
4
部

門
※
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
あ
り

●
作
品
要
件
＝
河
川
水
面
が
写
っ

て
い
て
、
カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も

サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り
ま
た
は
ワ

イ
ド
四
つ
切
り
で
銀
塩
プ
リ
ン

ト
※
合
成
、
組
写
真
不
可

対
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み

〆
10
月
11
日
㈮

申
・
問
写
真
裏
面
に
氏
名
・
年

齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
応
募

部
門
・
題
名
・
撮
影
場
所
・
河

川
名
・
を
記
入
し
た
応
募
票
を

貼
付
し
、
郵
送
で
〒
９
４
０

－

０
０
９
８
長
岡
市
信
濃
１

－

５

－

30
信
濃
川
河
川
事
務
所
総
務

課
へ
（
☎
０
２
５
８
―
32
―
３

０
２
０
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

24市報とおかまち　令和元年７月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

令和元年度 成人用肺炎球菌ワクチンの定期予防接種について
問健康づくり推進課母子保健係（☎757-9759）

ワクチン接種により、肺炎の予防や肺炎の重症化を防ぐ効果が期待されます。定期予防接種の対

象は65歳になる人ですが、国が経過措置を延長したため、引き続き70歳以上でも対象となる人に

接種機会が設けられました。対象者には、６月下旬に予診票などを郵送しています。この予防接種

は義務ではありませんので、希望する人はかかりつけの医師に相談して、接種を受けてください。

②接種日現在60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・

呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルス

による免疫の機能に障がいを有する身体障害

者手帳１級相当の人

対市内に住民登録があり、過去に一度も肺炎球

菌ワクチンの予防接種を受けたことがなく、

下の①②のいずれかに該当する人

①平成31年４月２日～令和２年４月１日の間

に下表の年齢を迎える人

年齢 生年月日

65歳 昭和29年４月２日～30年４月１日

70歳 昭和24年４月２日～25年４月１日

75歳 昭和19年４月２日～20年４月１日

80歳 昭和14年４月２日～15年４月１日

85歳 昭和９年４月２日～10年４月１日

90歳 昭和４年４月２日～５年４月１日

95歳 大正13年４月２日～14年４月１日

100歳 大正８年４月２日～９年４月１日

101歳以上
(今年度のみ)

大正８年４月１日以前に生まれた人

￥4,610円※市助成額を差し引いた金額です。

医療機関の窓口で支払ってください

会市内の受託医療機関※予約が必要なときがあ

ります。事前に各医療機関へ確認してくださ

い。また市外の医療機関でも、県医師会と予

防接種の契約を締結していれば、上記自己負

担額で受けることができますが、そのほかの

市外医療機関は事前に手続きが必要です

●接種期間＝令和２年３月31日まで

●助成回数＝生涯で１回

持市から送付された予診票・保険証・接種料金

●注意事項

・市から予診票などが届いても、過去に肺炎球

菌ワクチン（23価）を接種したことがある

人は対象外です

・令和６年度からは65歳の人のみ対象となる

予定です

「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」

会
員
募
集
中

「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」

は
県
が
導
入
し
た
１
対
１
の
婚
活

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
会

員
が
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
登
録
し
、

会
っ
て
み
た
い
人
を
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
、
20
代
の
人
は

通
常
よ
り
２
千
円
安
い
8
千
円
で

入
会
登
録
で
き
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
結
婚
を
希
望
し
、
自
ら
努
力
す

る
20
歳
以
上
の
独
身
で
、
県
内

に
在
住
・
在
勤
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
県
内
に
移
住
を
希
望
す

る
人
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ

ー
ル
を
利
用
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
パ
ソ
コ
ン
必
携
）

申
「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
に

予
約

問
に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―
３
８
４

―
４
１
５
１
）
※
火
曜
・
金
曜

日
は
定
休

サポートセンター
ホームページ
QRコード

献
血
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
】

　
７
月
31
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。今
後
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、

若
者
を
中
心
と
す
る
献
血
可
能
人

口
が
減
り
、
輸
血
用
血
液
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
輸
血
用
血
液
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
長
期
保
存
で
き
な

い
た
め
、
1
年
を
通
じ
て
安
定
し

た
献
血
量
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
必
要

と
す
る
人
に
い
つ
で
も
輸
血
用
血

液
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
献
血
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
８
月
の
全
血
献
血
】

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園

＝
９
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
15
分
〜
４
時

●
市
役
所
本
庁
舎
＝
23
日
㈮
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
15
分

〜
３
時
30
分

※
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も
受

け
付
け

他
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

は
、
体
重
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満

の
初
回
献
血
者
と
、
年
齢
上
４

児童扶養手当とひとり親家庭等医療費助成受給者証更新について
問子育て支援課子育て支援係（☎757-3719）または各支所市民課

【必ず現況届を提出してください】

　７月末に受給者へ郵送します。８月以降の支

給が停止となることもありますので、忘れずに

下記期間内に提出してください。

●提出期間＝８月１日㈭～30日㈮

【４～７月分の手当は８月９日㈮に支給します】

　４月から手当月額が下表のとおり改正されて

います（いずれも全額支給のとき）。

児童扶養手当について

手 当 月 額 42,910円（410円増）

第２子加算額 10,140円（100円増）

第３子加算額 6,080円 （60円増）

【必ず更新申請を行ってください】

　受給者へ更新申請書類を郵送します。受給者

証の交付は、毎年更新手続きが必要ですので、

忘れずに下記期間内に申請を行ってください。

●更新期間＝８月１日㈭～30日㈮

【制度の内容】

●対象者

・ひとり親家庭の親と児童

・父母のいない児童とその養育者

・父または母に重度の障がいがあるときは障が

いのない親と児童。両親が重度障がいのとき

は児童

ひとり親家庭等医療費助成受給者証について

通院
１回530円※同一医療機関にひと月

４回まで負担、５回目以降無料

入院 １日1,200円※児童は無料

薬剤費 医師の処方によるものは無料

●対象要件など＝児童が18歳に達した最初の

３月31日まで（障がいがあるときは20歳未

満まで）。なお、２人以上の扶養児童がいる

とき、保護者は最後の１人が非該当になるま

で資格あり

●助成内容＝通院と入院の保険適用分医療費の

一部を助成

●一部負担金＝保護者負担限度額は下表参照

10月から消費税率が引き上げとなる中、子ど

もの貧困に対応するため、税制上の寡婦控除が

適用されない未婚のひとり親に対し、臨時・特

別の措置として臨時・特別給付金を支給します。

対次のすべてを満たす人

・令和元年11月分の児童扶養手当の支給を受

ける父または母

・基準日（令和元年10月31日）において、こ

れまでに一度も法律婚をしたことがない

未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金について

・基準日において事実婚をしていない

●支給額＝対象者１人につき17,500円※児童

の人数に関わらず、１回限り

●申請方法＝申請書を７月末に受給者へ郵送す

るので、申請書と必要書類を提出してくださ

い。７～10月までに児童扶養手当の新規申

請を行った未婚の人には、後日案内と申請書

を送付するので、支給対象者となるときは、

申請書と必要書類を提出してください

０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
が
で

き
な
い
人
に
限
り
ま
す

〈
共
通
〉

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

介
護
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
介
護
保
険
料
】

65
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保

険
者
）
に
、
通
知
書
を
郵
送
す
る

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振

替
）
の
人
は
7
月
12
日
㈮
に
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

人
は
7
月
25
日
㈭
に
発
送

【
利
用
者
負
担
割
合
証
の
送
付
】

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
に
、
７
月
下
旬
に
8
月

1
日
か
ら
の
介
護
保
険
利
用
者
負

担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す
。

【
負
担
限
度
額
認
定
の
更
新
】

　
現
在
負
担
限
度
額
認
定
を
受
け

て
い
て
、
8
月
以
降
も
引
き
続
き

こ
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、
6

月
下
旬
に
郵
送
し
た
更
新
通
知
に

基
づ
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
共
通
〉

問
医
療
介
護
課
介
護
保
険
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
５
７
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

26市報とおかまち　令和元年７月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号27

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

「
Ｗラ

ッ

プ

Ｒ
Ａ
Ｐ
（
元
気
回
復
行

動
プ
ラ
ン
）
体
験
ク
ラ
ス
」

in
と
お
か
ま
ち

自
分
の
元
気
の
素
を
探
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
7
月
20
日
㈯
午
後
1
時
〜
4
時

※
受
付
午
後
0
時
30
分
〜

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

対
精
神
障
が
い
を
抱
え
て
る
人
や

そ
の
家
族
、元
気
を
保
ち
た
い
・

よ
り
元
気
に
な
り
た
い
な
ど
興

味
の
あ
る
人

￥
５
０
０
円
（
障
害
者
手
帳
持
参

の
人
は
無
料
）

定
20
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

講
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
な
ー
り

ー
、み
ぃ
た
ん
、で
ん
ち
、り
ん
）

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ケ
ア
・

ぼ
ち
ぼ
ち
　
こ
ご
み
荘
（
☎
７

５
５
―
５
６
０
０
）

日
赤
講
習
会
の
お
知
ら
せ

【
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会
】

日
8
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
分
じ
ろ
う
」

対
満
15
歳
以
上
で
２
日
間
の
全
日

程
を
受
講
で
き
る
人

￥
１
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
料
）

内
乳
幼
児
の
一
次
救
命
処
置
・
気

道
異
物
除
去
・
病
気
と
看
病
の

仕
方
ほ
か

〆
7
月
17
日
㈬

【
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
】

日
８
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜
午
後

５
時

会
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー
（
社
協
中

里
支
所
）

対
満
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
（
教
材
代
・
保
険
料
）

内
手
当
の
基
本
・
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
た
除
細
動
な
ど

〆
７
月
31
日
㈬

〈
共
通
〉

定
先
着
20
人

申
・
問
日
本
赤
十
字
社
十
日
町
市

地
区（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
・

☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

努
力
し
な
い
糖
尿
病
予
防

公
開
講
座

　
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
、
予
防

の
コ
ツ
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
ま
す
。

日
７
月
23
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜

4
時

会
保
健
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
隣
）

対
市
民

内
運
動
講
話
と
実
技
、栄
養
講
話
、

み
そ
汁
の
試
飲
、医
師
講
話「
努

力
し
な
い
糖
尿
病
」

持
昨
年
度
の
健
康
診
断
の
結
果

（
持
っ
て
い
る
人
）、筆
記
用
具
、

普
段
食
べ
て
い
る
お
菓
子
と
飲

み
物

講
十
日
町
病
院
　
齋
藤
悠
さ
ん

（
内
科
部
長
）、
眞
田
裕
樹
さ
ん

（
理
学
療
法
士
）、
品
川
知
美
さ

ん
（
管
理
栄
養
士
）

他
希
望
者
に
は
体
組
成
測
定
・
健

康
相
談
を
行
い
ま
す

〆
7
月
19
日
㈮

申
・
問
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人

保
健
係
（
☎
７
５
７
―
９
７
６

４
）

講
演
会

「
検
診
か
ら
始
ま
る
肺
が
ん
予
防
」

「
肺
が
ん
は
予
防
で
き
る

の
？
」、「
最
新
の
治
療
と
は
？
」

な
ど
疑
問
に
答
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
８
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
※
開
場
午
後
６
時
〜

会
情
報
館

定
１
０
０
人
※
要
事
前
申
込

講
堀
好
寿
さ
ん
（
十
日
町
病
院
内

科
医
長
）

申
・
問
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）

応
急
手
当
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
小
児
・

乳
児
・
新
生
児
対
象
）

日
8
月
17
日
㈯
午
前
9
時
〜
正
午

定
20
人

内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法

会
・
申
・
問
消
防
本
部
警
防
課
救

急
室（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

お
だ
ま
き
山
の
会

市
民
登
山　

白
馬
岳

日
7
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
午
前
3

時
50
分
市
役
所
本
庁
舎
裏
集
合

￥
2
万
2
千
円
、
会
員
・
高
校
生

以
下
1
万
5
千
円

定
先
着
20
人

他
7
月
19
日
㈮
午
後
7
時
30
分
か

ら
段
十
ろ
う
で
準
備
会
を
開
催

〆
7
月
16
日
㈫

申
・
問
宮
沢
（
☎
０
９
０
―
９
６

３
０
―
４
９
４
６
）

市
内
の
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す

●
開
場
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

￥
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円
、
幼
児
１
０
０
円

※開設期間外は（　）内に問い合わせてください

施設名 開設期間 問合せ※

市民
プール

７月25日㈭
～８月18日㈰

☎752-0737
（スポーツ振興課☎756-5013）

松代
小学校

７月27日㈯
～８月20日㈫

松代公民館☎597-2301

松之山
プール

７月24日㈬
～８月22日㈭

☎596-2194
（松之山公民館☎596-2265）

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
夏
休
み
短
期
集
中
講
習
会
（
水

泳
・
た
い
そ
う
）】

日
7
月
28
日
㈰
〜
8
月
31
日
㈯

【
ス
タ
ジ
オ
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
】

日
9
月
30
日
㈪
ま
で

〈
共
通
〉

他
各
講
習
会
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

会
・
申
・
問
体
力
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３
４

３
）

参
加
者
募
集 

市
民
健
康
教
室

日
8
月
6
日
㈫
午
後
6
時
30
分
〜

会
市
総
合
体
育
館

対
市
民
（
企
業
・
団
体
で
の
参
加

は
特
典
あ
り
）

内
講
話
「
運
動
不
足
と
生
活
習
慣

病
」、
実
技
「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―
４
３

７
７
）

会
員
募
集

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

介
護
・
転
倒
・
認
知
症
予
防
、

仲
間
作
り
を
目
指
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

日
毎
週
㈬
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

会
市
総
合
体
育
館

内
軽
体
操
・
踊
り
レ
ク
ダ
ン
ス
・

卓
球
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

問
田
口（
☎
７
５
２
―
２
６
８
３
）

７
月
の
納
税
・
納
付

　
７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護

保
険
料
第
４
期
の
納
付
月
で
す
。

期
限
（
７
月
31
日
）
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
１
１

３
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５

７
―
３
７
３
５
）・
医
療
介
護

課
（
☎
７
５
７
―
３
７
５
７
）

８
月
の
休
館
日

●
段
十
ろ
う
＝
12
日
㈪
・
26
日
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
26
日
㈪

●
博
物
館
＝
12
日
を
除
く
毎
週
㈪

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
・
ま
つ

だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ

ー
（
ま
つ
だ
い
農
舞
台
）
＝
14

日
を
除
く
毎
週
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫
※
13

日
㈫
・
14
日
㈬
・
15
日
㈭
は
午

後
５
時
閉
館

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
28
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体

育
館
）
＝
13
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
13
日
を
除

く
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
８
月
は
休
館
日
な
し

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

●
十
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

国
保
診
療
所 

臨
時
休
診

　
薬
の
確
認
と
早
め
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
川
西
診
療
所
】

日
８
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮

問
川
西
診
療
所
（
☎
７
６
８
―
２

０
３
４
）

【
松
之
山
診
療
所
】

日
８
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭

問
松
之
山
診
療
所
（
☎
５
９
６
―

２
２
４
０
）

松
代
地
域
歴
史
資
料
所
在
確
認
調
査

古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料

を
持
っ
て
い
る
人
へ

　
地
域
に
伝
わ
る
大
切
な
歴
史
資

料
（
古
文
書
・
古
典
籍
・
絵
図
な

ど
）
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
、
県

立
文
書
館
と
市
の
合
同
調
査
を
松

代
地
域
で
行
い
ま
す
。
保
存
に
つ

い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

日
8
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

対
松
代
地
域
の
人

申
・
問
文
化
財
課
（
☎
７
５
７
―

５
５
３
１
）

市民結婚相談員「ハピ婚サポーター」

　「イベントに出るのは苦手」、「婚活していることを周囲に知られたくない」

など、結婚や婚活を悩んでいる人を支援するため、地域に根差して活動する

10人の「ハピ婚サポーター」を紹介します。結婚を希望する人はもちろん、

両親からの相談にものっています。

問企画政策課移住定住推進係（☎755-5137）

●ハピ婚サポーター＝下表のとおり（敬称略）

氏　名 地区 電話番号

野 上 信 子 十日町 ☎757-8995

大渕美代子 中　条 ☎757-9426

村 山 貞 夫 川　治 ☎757-8628

岡村美佐子 吉　田 ☎752-5960

藤 巻 洋 子 下　条 ☎755-2273

氏　名 地区 電話番号

福崎千恵子 水　沢 ☎758-3147

白 井 マ サ 川　西 ☎768-3550

樋口富士子 中　里 ☎763-2529

関 谷 初 子 松　代 ☎597-3609

本 山 幸 恵 松之山 ☎596-2456

農
作
業
中
に
関
す
る
注
意

【
熱
中
症
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
】

熱
中
症
は
７
〜
８
月
に
多
発
し

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
日
中
、
気
温
の
高
い
時
間
帯
に

作
業
し
な
い

・
休
憩
や
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る

・
帽
子
や
汗
を
発
散
し
や
す
い
衣

類
を
着
用
す
る

・
屋
内
で
も
風
通
し
を
良
く
し
、



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

28市報とおかまち　令和元年７月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号29

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

避難情報の伝え方が変わりました
問防災安全課防災安全係（☎757-3197）

国は、避難情報などを５段階に分け、情報ととるべき行動を明確化しました。これにより市は「警

戒レベル」を用いた避難情報などの発表を開始しました。これまでの「避難勧告」などの避難情

報に「警戒レベル」を付け加えて情報を伝えます。迅速で適確な行動がとれるように、日ごろか

らの備えをお願いします（市報６月10日号とともに配布したチラシも確認してください）。

警戒レベル

（※１）
とるべき避難行動など 避難情報など 発令元 防災気象情報（※２）

警戒

レベル５

すでに災害が発生している

状況。命を守るための最善

の行動をとる。

・災害発生情報

　（必ず発表される

とは限らない）

十日町市

「警戒レベル５相当情報」

・氾
はん

濫
らん

発生情報

・大雨特別警報など

警戒

レベル４

【全員避難】

速やかに避難先へ避難。移

動が危険なときは、より安

全な場所へ避難。

・避難勧告

・避難指示（緊急）

「警戒レベル４相当情報」

・氾濫危険情報

・土砂災害警戒情報など

警戒

レベル３

【高齢者などは避難】

避難に時間を要する人とそ

の支援者は避難。そのほか

の人は避難の準備。

・避難準備

・高齢者などは避

難開始

「警戒レベル３相当情報」

・氾濫警戒情報

・洪水警報など

警戒

レベル２

避難に備え、自らの避難行

動を確認。

・洪水注意報

・大雨注意報など
気象庁

警戒

レベル１
災害への心構えを高める。 ・早期注意情報

「警戒レベル３」・「警戒レベル４」の発表があったら、
地域の皆さんで声をかけあって、安全・確実に避難しましょう

※１：各種の情報は警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません

※２：国土交通省や気象庁、県

などから防災気象情報として

「警戒レベル相当情報」（防災

気象情報）が発表されます。

これは市民の皆さんが自主的

な避難行動をとるための参考

となる情報です。したがって、

市から「警戒レベル」（避難

情報）が同時に発表されると

は限りません

室
内
の
温
度
が
上
が
ら
な
い
よ

う
に
す
る

・
作
業
は
2
人
以
上
で
行
い
、
時

間
を
決
め
て
水
分
・
塩
分
補
給

の
声
か
け
を
行
う
な
ど
、
定
期

的
に
確
認
し
合
う

【
農
薬
は
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
】

飛
散
・
流
出
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
次
の
と
お
り
適
切
な
農
薬
使

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
定
め
ら
れ
た
使
用
方
法
や
使
用

上
の
注
意
事
項
を
守
り
、
使
用

記
録
を
付
け
る

・
飛
散
防
止
の
た
め
、
風
の
強
さ
、

向
き
に
注
意
す
る

・
散
布
時
は
専
用
防
護
マ
ス
ク
、

手
袋
、
防
除
衣
を
身
に
付
け
る

・
余
っ
た
も
の
は
河
川
、用
水
路
、

下
水
な
ど
に
流
さ
な
い

・
専
用
保
管
庫
に
鍵
を
か
け
て
保

管
す
る

・
必
要
な
量
を
購
入
し
、
原
則
使

い
切
る

・
期
限
切
れ
や
不
要
に
な
っ
た
も

の
や
空
容
器
は
、
購
入
先
の
業

者
を
通
じ
て
処
分
を
依
頼
す
る

か
、
許
可
を
得
た
産
業
廃
棄
物

処
理
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る

〈
共
通
〉

問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
２
０
）

緑
の
募
金 

募
金
額
報
告

●
令
和
元
年
度
募
金
額
＝
１
８
２

万
６
７
４
０
円（
６
月
26
日
現
在
）

集
ま
っ
た
募
金
は
植
樹
や
公
園

整
備
な
ど
緑
化
推
進
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
農
林
課
林
政
農
災
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
１
７
）

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

●
補
助
対
象
世
帯
＝
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

・
平
成
31
年
1
月
１
日
以
降
、
婚

姻
届
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た

世
帯

・
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
婚

姻
後
5
年
以
上
市
内
に
居
住
す

る
意
思
が
あ
る

・
申
請
日
の
前
年
度
の
夫
婦
の
合

計
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満
で

あ
る

・
過
去
に
同
様
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
た
こ
と
が
な
い

・
夫
婦
と
も
市
税
の
滞
納
が
な
い

●
補
助
対
象
経
費
＝

・
住
宅
の
購
入
に
か
か
る
費
用

・
住
宅
の
賃
貸
借
に
か
か
る
費
用

（
賃
料
・
敷
金
・
礼
金
・
共
益
費
・

仲
介
手
数
料
）

はかりの定期検査を受けましょう

　取引や証明に使うはかりは、製造時に「検定証印」または「基準適合証印」が付されている必要

があります。これらのはかりは２年に１回の定期検査が義務付けられており、定期検査で合格しな

いはかりを取引や証明に使用することはできません。

日9月13日㈮～ 10月２日㈬

※新たに検査を希望する人は８月

９日㈮までに申し込んでくださ

い。前回検査を受けた人には、

７月中旬に案内文書と事前調査

書を送付します

会市内各所

●取引とは＝有償・無償を問わず、

物または役務の給付を目的とす

る業務上の行為

●証明とは＝公にまたは業務上、

他人に一定の事実が真実である

旨を証明すること

●対象となるはかりの例

・商店、露店、行商などで商品の売買に使用するはかり

・工場、事業所等の原材料の購入や製品の販売、出荷のた

めに使用するはかり

・農業などの生産者が、生産物などの売買または出荷のた

めに使用するはかり

・食肉、惣菜などのグラム表示のある商品を販売するとき

に使用するはかり

・納品検収用のはかり

●対象とならないはかりの例

・家庭用のはかり（キッチンスケール・ヘルスメーター )

・事業所などで品質管理や原料の調合などのみに使用する

はかり

・飲食店などで食材の調配合に使用するはかり

検定証印 基準適合証印 定期検査合格ラベル

申・問産業政策課（☎757-3139）

・
引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者
に

支
払
っ
た
費
用

●
補
助
金
額
＝
最
大
24
万
円

問
企
画
政
策
課
移
住
定
住
推
進
係

（
☎
７
５
５
―
５
１
３
７
）

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
無
料
相
談
会

日
７
月
27
日
㈯
、
８
月
31
日
㈯
、

９
月
21
日
㈯
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に

な
っ
た
人
と
そ
の
家
族

●
個
別
相
談
＝
要
事
前
申
込

●
電
話
相
談
・
会
・
申
・
問
全
国

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

（
☎
０
２
５
―
２
２
３
―
１
１

３
０
）

海
水
浴
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　
海
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
お
願
い
で
す
。

・
必
ず
指
定
海
水
浴
場
で
指
定
期

間
に
泳
ぐ

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

・
急
な
深
み
や
離
岸
流
に
注
意
す
る

・
波
の
高
い
と
き
は
海
に
近
づ
か

な
い

・
飲
酒
後
は
絶
対
泳
が
な
い

・「
せ
っ
か
く
来
た
か
ら
少
し
く
ら

い
」
と
言
っ
て
無
理
を
し
な
い

問
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
海
の

安
全
推
進
室
（
☎
０
２
５
―
２

８
５
―
０
１
１
８
）

県
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
奨
学
金

返
還
支
援
事
業

対
県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
30
歳
未

満
で
、
大
学
な
ど
卒
業
後
に
県

外
で
一
定
の
就
業
期
間
が
あ

り
、
か
つ
転
入
後
６
か
月
以
内

に
県
内
で
就
業
し
た
人

●
支
援
内
容
＝
翌
年
度
以
降
の
県

内
で
の
居
住
・
就
業
を
条
件
に
、

年
間
20
万
円
を
上
限
と
し
て
最

長
６
年
間
、
奨
学
金
の
返
還
額

を
助
成（
支
援
総
額
上
限
あ
り
。

詳
し
く
は
問
合
せ
）

●
申
請
期
限
＝
県
内
転
入
後
６
か

月
以
内（
申
請
は
随
時
受
付
中
）

問
県
新
潟
暮
ら
し
推
進
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
０
―
５
６
３
５
）

８
月
２
日
㈮
ま
で
販
売
中

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、市
町
村
に
配
分
さ
れ
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
宝
く
じ
は
県
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
。

問
（
公
財
）
新
潟
県
市
町
村
振
興
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催
し
・
講
座
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ハッピー・パートナー企業に登録しませんか
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号31

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

問福祉課福祉支援係（☎757-9739）

　今年10月に予定されている、消費税・地方消費税率の引上げによる地域経済への影響の緩和、

また地域における消費を喚起・下支えするため、市は低所得者や子育て世帯を対象とした、割引率

20％のプレミアム付商品券の発行・販売を行います。

※ともに該当する人は、両方とも対象になります

販売期間中にプレミアム付商品券の販売場所で引換券を提示して、

プレミアム付商品券を購入することができます

令和元年度住民税非課税者（課税者

に扶養されている人、生活保護受給

者は除く）

３歳未満（平成28年４月２日～令

和元年９月30日生まれ）の子ども

がいる世帯の世帯主

●対象と想定される人へ、購入希望

申請書を８月初旬に郵送します。

購入を希望するときは、届いた申

請書に必要事項を記入して申請し

てください

●条件該当の審査後、９月下旬に、対

　象の人へプレミアム付商品券を購

入するための引換券を郵送します

●申請などは不要です

●９月下旬に、対象の人へプレミア

ム付商品券を購入するための引換

券を郵送します

販売対象者

購入方法

プレミアム付商品券
取扱加盟店を
募集しています

　申し込み方法などについては、商工会議所および最寄りの各商工会

まで問い合わせてください。

購入価格など 販売場所など

●販売価格（１冊）＝4,000円（１枚500円

の商品券が10枚綴りで５,000円分：20％

の割引率）

●購入限度＝購入対象者１人につき、５冊まで

●販売場所＝福祉課または各支所市民課

●販売期間＝９月下旬～令和２年２月28日㈮

●使用期間＝10月１日㈫～令和２年３月10

日㈫

十日町市プレミアム付商品券について

協
会
（
☎
０
２
５
―
２
８
４
―

３
４
３
４
）

産
業
政
策
課
か
ら
の

各
種
情
報
メ
ー
ル
配
信

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
を
、
随
時
メ
ー
ル

配
信
し
て
い
ま
す
。
受
信
を
希
望

す
る
事
業
所
・
団
体
は
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
政
策
課
（
☎
７
５
７
―
３

１
３
９
）

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

　

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
働
く
こ
と

に
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
８
月
８
日
㈭
、
22
日
㈭
午
前
10

時
〜
正
午
※
開
催
日
以
外
に
も

随
時
相
談
に
応
じ
る
の
で
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

会
保
健
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
本
庁
隣
）

申
・
問
福
祉
課
福
祉
支
援
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
３
９
）

●とおかまち応援寄附金＝久保田

正弘（埼玉県毛呂山町）、保坂

美恵子（千葉県市川市）、石田

廣行（埼玉県三芳町）、髙橋徳

次（埼玉県三芳町）、大島智也（上

越市）、山本那智子（東京都杉

並区）、玉置肇（東京都渋谷区）、

藤巻嘉須美（東京都新宿区）、

村井英淳（山梨県忍野村）、金

丸信一（東京都西東京市）、軽

部重信（東京都世田谷区）、中

山弘恵（東京都新宿区）、後藤

寿美子（東京都品川区）

●情報館分＝渡辺ももこ（田野

倉）、関口郁民（川原町）　、上

村大輔（川治下町）、樋口春代（高

田町３西）

※敬称略寄付ありがとう

〔情報館〕８月のテーマ図書 ※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります
問情報館（☎750-5100）

一
般
向
け

熱血、スポーツ「金
かな

栗
くり

四
し

三
そう

の生涯走れるラ

ンニング術」、「スポーツ観戦手帳」など、さ

まざまなスポーツに関する本を紹介します。

大人も夏の課題図書「論語と算盤」、「夏へ
の扉」など、もう一度じっくり読みたくなる、

学びたくなる本を紹介します。

楽しい じっけん「楽しすぎる科学実験・観
察」、「科学の実験大図鑑」など、実験の計

画やまとめ方がのっている本を紹介します。

おばけ大集合「どろんばあ」、「ちゃめひめ
さまとおしろのおばけ」など、おばけが登

場する本を紹介します。

児
童
向
け

ハッピー・パートナー企業に登録しませんかハッピー・パートナー企業に登録しませんか

　
市
は
十
日
町
音
声
訳
サ
ー
ク
ル
に

市
報
と
お
か
ま
ち
の
音
声
訳
化
を
委

託
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
政
策
課

広
報
広
聴
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
１

２
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※閲覧中に表示される広告について、市
　はその内容に一切の責任を負いません

QRコードからダウ
ンロードしてご利用
ください（無料）

アプリ で

を配信中市報とおかまち電子版

問県男女平等社会推進課（☎025-280-5142）

県では、男女がともに働きやすく、

仕事と家庭生活などが両立できる職場

環境の整備や、女性労働者の育成・登

用などに積極的に取り組む企業を「ハ

ッピー・パートナー企業（新潟県男女

共同参画推進企業）」として登録し、

支援しています。登録後は、県のホー

ムページ（http://www.pref.niigata.

lg.jp/danjobyodo/）や各種広報など

により企業PRができ、イメージや知

名度アップが図れます。また、県建設

工事入札参加資格審査の加点要件など

のメリットもあります。

　６月１日から、制度改正

でメリットが増えていま

す。詳細は問い合わせてく

ださい。

【制度改正の主な内容】

・上乗せ認定「イクメン応

援プラス認定」の新設

・上乗せ認定「子育て応援

プラス認定」の新設

・奨励金メニューの拡充

市内の登録企業数：44社

（５月31日現在）

教
育
相
談

日
㈪
〜
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

会
・
問
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
丸

山
町
・
☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

女
性
相
談
専
用
電
話

日
㈪
〜
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
・
年

末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

　（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年７月10日号33

問上下水道局下水道係（☎757-3141）

　下水処理センター（☎757-0524）※夜間・休日および祝祭日

【下水道へのつなぎ込み、合併浄化槽への切り替えをお願いします】

　下水道や合併浄化槽は、生活排水の悪臭を抑え、水をきれいに処

理してから自然に返しています。生活環境の改善、川や海の水質保

全のために、早めの水洗化をお願いします。

※融資制度がありますので相談してください

【下水道・合併浄化槽を正しく使いましょう】

　異物を流すと、下水管のつまりや施設の故障・事故の原因となり、

自然環境にも悪影響を与えます。排水処理の工程にやさしい使用を

心がけてください。誤ってこぼれた灯油などの有害物を下水に流し

てしまったときは、すぐに上下水道局まで連絡してください。

野菜や残飯 使えなくなった油 水に溶けない紙など 有害・有毒・危険物

燃やすごみとして出す
か、コンポスト（生ご
み処理器）でたい肥に
しましょう。

ペットボトルに入れて回
収するか、新聞紙・ぼろ
布・油処理袋などに染み
込ませて、燃やすごみに
出しましょう。

水洗トイレには必ずトイ
レットペーパーを使いま
しょう。紙おむつ・タバ
コ・髪の毛などは、ゴミ
カレンダーに従って処分
しましょう。

業者に処理を依頼して
ください。土砂・セメン
ト・木片・廃油なども同
様です。

快適で住みよい暮らしは下水道から
～人と自然の衛生環境を守るライフライン～

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

水道事業 平成30年度下半期の業務状況

■給水業務量の状況

平成30年10月１日～31年３月31日 平成30年10月１日～31年３月31日
※消費税相当分を除いて表示

■損益計算書

区　分
30年度
下半期

29年度
下半期

前年度比

増　減 比率（％）

給水栓数 12,153 12,176 △23 △0.2

給
水
量

総
数（
㎥
）

1,631,282 1,659,573 △28,291 △1.7

一
日
平
均（
㎥
）

8,939 9,094 △155 △1.7

収　入
３億3,001万円

支　出
３億3,607万円

水道料金
３億278万円
91.8％

委託料 5,930万円 17.6％

減価償却費
1億1,564万円
34.5％

その他
308万円
0.9％支払利息

1,497万円 4.5％

手数料
614万円 1.8％

人件費
2,814万円 8.4％

修繕費
5,213万円 15.5％

動力費
4,652万円 13.8％

長期前受金
戻入
2,415万円
7.3％

その他 
1,323万円
3.9％

問上下水道局事務係（☎757-6531）

すこやかランド

　７日は「リズム遊び♪手遊び」。
日７日㈬午前10時～11時
対生後４か月～１歳程度の乳

児とその親
会サンクロス十日町
問段十ろう（☎757-5011）

なかよしランド

　８月はお休みです。
問段十ろう（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

　８月はお休みです。

問水沢公民館

　（☎758-3101）

橘にこにこルーム

日２日㈮午前９時30分～11

時30分
会川西高齢者コミュニティセ

ンター
対未就園児とその家族
問子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

わらべっこ

　８月はお休みです。

問服部（☎090-6968-3110）

ぼぼっこひろば 

　遊び場を提供しています。
日毎週月・水曜日午前10時

～午後３時
会川西福祉センターはあとふ

る川西
他飲食持ち込み可
問川西地域振興会

　（☎768-4951）

十日町おやこ劇場

「わくわく・キッズ」

日１日㈭午前10時45分～
会段十ろう
￥１回無料※２回目から300円
持飲み物・着替え
問丸山（☎090-2548-0507)

おはなしの会「ふきのとう」

日17日㈯午前10時～10時30分
対乳幼児～小学３年生くらい
会千手中央コミュニティセン

ター１階会議室
問千手中央コミュニティセン

ター（☎768-2308）

おはなしひろば

日10日㈯午後７時～
対小学生
会・問中里公民館（中里庁舎

内☎763-2493）

読み聞かせの会「どんぐり」

日17日㈯午前10時30分～11

時30分
対幼児～小学校３年生くらい
会・問情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

日８日㈭午前10時～11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしぴよぴよ

日10日㈯・24日㈯・31日㈯

午前10時30分～11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

日10日㈯午前10時30分～11時
対幼児～小学校低学年
会・問情報館松代分室

　（☎597-2615）

のち ひびっ
ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば

８
のののの月
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離乳食教室

〔離乳のはじめてコース〕
日８月20日㈫
対５～６か月児
●受付＝午前９時45分～10時
※直接会場へおいでください
会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・筆記用具
問健康づくり推進課母子保健係

　☎757-9759

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
（
４
歳
未
満
の
幼
児
）
募
集
中
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

子ども情報のひろば

元気いっぱい、活発な年子兄弟の洸惺ちゃん（兄・
写真左）と瑞騎ちゃん（弟・写真右）は、虫や生き
物が大好き。お家でザリガニとメダカを飼っていま
す。毎日観察してエサをあげるのを楽しみにしてい
る２人。「今年の夏はカブトムシとクワガタを絶対
に捕まえる！」と、張り切っています。

167

８月の乳幼児相談

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

会・問子育て支援センター「くるる」　☎757-1008

〔健康相談〕

期　日 会場・受付時間

７日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分～11時30分

８日㈭ 松之山 子育て支援センター「にこにこ」
午前９時30分～10時30分

９日㈮ 中里 子育て支援センター「きらりん」
午前９時30分～10時30分

９日㈮ 松代 子育て支援センター「すくすく」
午前９時30分～11時30分

20日㈫ 保健センター（市役所本庁隣）
午前10時～11時15分

期　日 受付時間 内容

８日㈭ 午前10時～ 11時30分
身体測定・栄養相談
※身体測定のみ午後
３時30分まで

27日㈫
午前10時～ 11時30分
午後は予約制（要事
前連絡）

育児相談
※身体測定は行いま
せん

〔育児相談ほか〕

８月の乳幼児健診
会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・問診票・フッ化物歯面塗布希望確
認票（１歳６か月児）・視聴覚アンケート（３歳
６か月児）・健やか親子21に基づくアンケート（４
か月児・１歳６か月児・３歳６か月児）着替え・
おむつなど

※３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

※２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診 28日㈬ 午後１時

　～１時30分
31年４月
生まれの乳児

10か月児
身体測定 29日㈭ 午前９時

　～９時30分
30年10月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診 21日㈬ 午後１時

　～１時30分
30年１月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 21日㈬ 午前９時

　～９時30分
29年２月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診 20日㈫ 午後１時

　～１時30分
28年２月
生まれの幼児

髙
橋
　
洸こ

う
せ
い惺

ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

　
　
　
瑞み

ず

騎き

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

四
日
町
2

◆８月のそのほかの相談 教育相談・女性相談専用電話は31ページをご覧ください

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話料・相談料無料

電話による健康相談

 行政相談

日／会９日㈮午前10時～正午／
本庁相談室、21日㈬午後１時
30分～３時30分／はあとふる
川西、15日㈭午前10時～正午
／中里庁舎

問市民生活課市民係（☎757-3116）

 法律相談

日１日㈭・８日㈭・15日㈭・22
日㈭・29日㈭午後１時30分～
４時

会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約

 定例年金相談

日８日㈭・22日㈭午前10時～正
午、午後１時～３時

会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務所
　　 （☎025-716-0802）※要予約

 消費生活相談

日㈪～㈮午前９時～午後４時（祝
日・振休・年末年始を除く）

対悪質商法・買い物・契約で困っ
ている人

他面接相談は要予約
申・問市消費生活センター
　　　（☎757-3740・Ｆ752-4635）

 多重債務相談

日28日㈬午後１時～４時※26日
㈪までに要予約

会本庁相談室
内借金トラブル
問市消費生活センター（☎757-3740）

 心配ごと相談

日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎750-5010）

 生活困窮者相談

日午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会（☎752-7338）

 保健師による健康相談

日５日㈪午前９時30分～11時30分
会保健センター（市役所本庁隣）
申・問健康づくり推進課成人保健
係（☎757-9764）

 精神科医こころの健康相談

日７日㈬午後２時～４時
会川西支所
〆５日㈪
申・問十日町地域振興局健康福祉
部（保健所・☎757-2402）

 臨床心理士こころの相談会

　人間関係や家庭問題などの悩み
を相談できます。
日５日㈪午後１時～３時
会保健センター（市役所本庁隣）
〆１日㈭
申・問十日町地域振興局健康福祉
部（保健所・☎757-2402） 

 遺族の集いと健康相談

日６日㈫午後２時～３時30分
会松代病院
申・問十日町地域振興局健康福祉
部（保健所・☎757-2402） 

 アルコール問題を抱える人の集い

日８日㈭午後２時～３時30分
会松之山支所
申・問十日町地域振興局健康福祉
部（保健所・☎757-2402） 

 手話奉仕員窓口配置

日７日㈬・21日㈬午前11時～午
後３時

会・問福祉課（☎757-3782） 

 発達支援に関する相談

日㈪～㈮午前8時30分～午後5時15
分（祝日・振休・年末年始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

８月の休日救急医

至上越市

至柏崎市 

JA給油所●

川西中学校
 ●

　●
上野小学校

至
津
南
町

至
小
千
谷
市

至
小
千
谷
市

●コンビニ

至魚沼市至南魚沼市

十日町駅
キナーレ●

十
日
町
●

警
察
署

十
日
町
●

警
察
署

十日町橋

妻有大橋

千手
トンネル

信濃川
栄橋

あかね園

上野

253
252

252253
117

高原田水口沢

国保川西
診療所

（休日救急診療センター）
●

休日一次救急
診療センターご案内

●診察受付時間：午前８時30分～午後４時30分
　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

NHKデータ放送でも確認できます

問医療介護課（☎757-9758）

・各種予防接種や予防診療、登園・登校許可証の記入はできませ
ん。平日にかかりつけ医や近くの病院へ問い合わせてください
・仕事や学校が休みという理由で、平日に受診せず、休日に受診
しようとする安易な「コンビニ受診」は、真に救急対応が必要
な人への診療が遅れる原因になります
・休日や夜間に医療機関の受診の判断に迷ったときは、下記の「電
話による健康相談」などを利用してください
・津南病院では土曜日（第５除く）に内科と小児科の診療を行っ
ています

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

４日㈰ 休日一次救急診療センター
（国保川西診療所内）

高原田（川西）768-2034
11日（日・祝）

12日（月・振）

18日㈰

25日㈰

※休日一次救急診療センターは、急な発熱など
で具合が悪くなったときに「応急手当」が受
けられるところです

☎0570-783-025

※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

☎＃7119
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な病気やけがなどに関する相談

救急医療電話相談（概ね15歳以上）

☎＃8000
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な発熱やけがなどに関する相談

小児救急医療電話相談（15歳未満）

 保健師による健康相談

◆８月の健康・福祉の相談
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農
業
体
験
を
通
じ
た
都
市
と
農
村
の
交
流

の
一
つ
と
し
て
、
故
郷
を
離
れ
た
松
之
山
出

身
者
と
地
元
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
今
年
か
ら

東
京
松
之
山
会
（
村
山
富
雄
会
長
）
と
の
交

流
企
画
、「
布
川
の
棚
田
ま
つ
り
」
を
始
め

ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
地
域
資
源
・
人
材
を
生
か

し
た
活
動
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
あ
り
の
ま

ま
の
地
区
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
い
、「
帰

り
た
い
故
郷
が
あ
る
」、「
ま
た
今
年
も
来
て

く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
」
と
い
う
互
い
の
思

い
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
今

回
は
田
植
え
を
行
い
、
小
雨
が
降
る
中
で
し

た
が
、
参
加
者
は
見
事
な
手
つ
き
で
作
業
を

終
え
ま
し
た
。
夜
は
布
川
カ
フ
ェ
で
地
元
の

人
と
懇
親
会
を
開
き
、地
区
内
配
食
活
動「
布

川
弁
当
」
に
よ
る
郷
土
料
理
を
楽
し
み
な
が

ら
、
故
郷
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
が
ふ
る
さ
と
回
帰
に
つ

な
が
り
、
豊
か
な
里
山
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。互
い
に
無
理
を
せ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

❶田植えの様子。皆さん見事な手つきで、

あっという間に終わりました

❷東京松之山会・高橋永世会長（右）と布川

地区協議会・樋口会長（左）

❸雨も気にならないくらい楽しんでもらえ

ました

❹交流会の様子。布川カフェは旧東川保育所

　を改装した布川地区の交流拠点施設です

インスタグラム

（布川へこらっしゃい）

新しい形で笑顔をつなぐ交流へ

❶

❸

❷

❹

小さなムラの大きなものがたり
No.

14

布川地区協議会

「布川の棚田まつり」

　「小雨は田植え日和って言ったっけ

ねぇ」と、懐かしみながら体験を共有

できることは、地元にも新しい楽しみ

になると思います。また、東京松之山

会の知人からも参加してもらっている

ので、交流が交流を呼び、関係人口の

増加も期待できる活動だと思います。

　今年から、布川の活動をインスタグ

ラムで発信しているので、ぜひ見てく

ださい。私自身、協力隊退任後もここ

に住み続けたいので、この土地と人を

好きになってくれる人が増えてくれ

るといいなと思います。　　　　　　

地域おこし協力隊
布川地区担当
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